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享
保
飢
饉
は
西
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、
こ
の
前
後
に
お
け
る
災
害
は
一
方
で
十
分
な
救
済
策
が
と
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
下
で
人
災
の
様
相
も
痒
巾
び
、
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
社
会
変
容
・
階
層
分
化
を
よ
り
決
定
的
な
も
の
と
し
た
。
本
稿
は
こ
の
よ

う
な
な
か
と
く
に
改
革
政
策
が
藩
役
人
や
地
域
領
民
の
諸
関
係
を
通
し
て
い
か
に
展
開
し
た
の
か
に
関
し
、
対
馬
藩
飛
地
田
代
領
（
現

佐
賀
県
鳥
栖
市
の
一
部
お
よ
び
基
山
町
）
を
分
析
対
象
と
し
て
考
察
し
た
い
。
田
代
領
は
肥
前
国
基
緋
郡
・
養
父
半
郡
一
万
一
一
千
石
の

代
官
所
支
配
域
で
あ
る
が
、
留
意
し
た
い
の
は
、
行
政
組
織
・
代
官
所
を
構
成
す
る
役
人
層
の
間
で
政
策
や
利
害
対
立
が
生
じ
、
藩
側

(
2
)
 

は
い
わ
ば
役
人
改
革
を
通
し
役
人
論
・
百
姓
論
構
築
に
意
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
領
民
行
政
支
配
の
最
前
線

に
立
つ
役
人
層
の
あ
り
方
が
社
会
変
容
へ
の
対
処
の
鍵
の
一
っ
と
、
藩
側
は
認
識
し
て
い
た
と
換
言
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ

う
な
枠
組
み
の
な
か
で
領
民
・
地
域
民
の
訴
願
も
取
捨
選
択
さ
れ
た
。

代
官
所
機
構
役
人
の
形
成
・
構
成
と
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
別
稿
に
譲
る
が
、
対
馬
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
る
武
士
ク
ラ
ス
の
役
人
層

（
代
官
・
副
代
官
な
ど
）
、
田
代
領
で
雇
用
さ
れ
一
部
世
襲
化
し
た
扶
持
人
と
呼
ば
れ
る
役
人
層
（
手
代
・
祐
筆
な
ど
）
、
そ
れ
に
村
役
・

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

は
じ
め
に

高

野

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

近
世
中
後
期
対
馬
藩
田
代
領
の
役
人
層
と
百
姓

信

治
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＿
節 社

会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

町
役
人
層
（
大
庄
屋
や
庄
屋
・
座
親
な
ど
）
の
三
階
層
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
第
二
の
階
層
は
士
分
的
性
格
も
併
有
す
る
い
わ

ば
身
分
的
政
治
的
中
間
層
に
相
当
す
る
と
評
価
で
き
よ
う
が
、
第
三
の
階
層
（
村
役
•
町
役
）
と
と
も
に
、
近
年
で
は
周
縁
身
分
論
の

一
環
と
し
て
分
析
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
別
稿
で
は
こ
れ
ら
一
二
階
層
が
有
機
的
に
機
能
し
代
官
所
と
い
う
―
つ
の
行
政
組
織
を
構
成
す
る
に

い
た
る
状
況
を
役
人
論
の
成
立
問
題
と
絡
め
論
じ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
い
わ
ば
そ
の
よ
う
な
行
政
組
織
・
代
官
所

機
構
が
社
会
変
容
の
進
行
の
な
か
、
領
民
・
地
域
民
を
含
め
た
諸
階
層
の
対
立
構
造
を
内
包
し
つ
つ
変
質
、
か
か
る
過
程
で
展
開
す
る

改
革
政
策
を
め
ぐ
り
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
そ
れ
は
政
治
・
役
人
と
百
姓
と
の
関
係
論
の
提
示
な
い
し
教
諭
・
説
諭
の
過
程
で
も

あ
っ
勺

地
域
社
会
の
変
容

災
害
と
救
済

「
田
方
古
来
稀
成
損
毛
」
と
い
わ
れ
た
害
虫
と
冷
夏
の
二
つ
要
素
が
重
な
る
凶
作
で
、
対
馬
藩
田
代
領
の
享
保
一
七
年
の
死
者
は
三

―
二
人
、
ま
た
翌
一
八
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
た
ニ
ヶ
月
間
だ
け
の
死
者
で
も
一
八
二
人
に
の
ぽ
っ
た
。
享
保
一
四
年
か
ら
一
六
年

(
8
)
 

の
年
間
平
均
死
者
数
が
二
五

0
人
程
で
あ
っ
た
か
ら
、
飢
饉
に
よ
る
死
者
数
の
多
さ
が
わ
か
る
。
一
七
年
七
月
二
七
日
段
階
で
す
で
に

(
9
)
 

―
二
五
頭
の
牛
馬
も
死
ん
で
い
る
。
八
月
二
四
日
に
は
三
郷
お
よ
び
田
代
・
瓜
生
野
両
町
の
家
主
が
代
官
所
御
広
間
庭
に
召
し
呼
ば
れ
、

「
節
用
取
続
方
」
を
は
じ
め
、
作
物
略
取
や
不
穏
の
騒
動
の
禁
止
、
火
の
用
心
、
下
作
人
統
制
な
ど
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
災
害
に
よ
る

社
会
不
安
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
一
二
月
二
八
日
に
は
瓜
生
野
町
が
出
火
、
本
家
四
七
軒
が
焼
亡
し
た
が
、
瓜
生
野
町
大
道
で
「
不

(10) 

案
内
」
な
坊
主
一
人
、
原
村
の
械
多
一
人
が
捕
捉
さ
れ
、
四
月
一
四
日
に
そ
の
械
多
は
縄
下
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
元
文
元
年
六
月

に
虫
が
発
生
し
た
際
に
は
博
多
よ
り
魚
油
樽
二
丁
が
取
り
寄
せ
ら
れ
、
一
ヶ
村
に
一
升
ず
つ
、
貧
窮
者
に
も
代
銀
の
年
末
上
納
を
条
件
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に
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
享
保
飢
饉
の
際
の
他
地
域
で
の
経
験
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

水
害
も
南
部
を
筑
後
川
が
流
れ
る
田
代
領
で
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
と
く
に
享
保
初
年
頃
よ
り
洪
水
の
害
が
ひ
ど
く
な
り
、
明
和
四
年

以
降
は
二
丈
四
尺
に
お
よ
ぶ
洪
水
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
佐
賀
・
久
留
米
両
藩
に
よ
る
筑
後
川
土
井
普
請
な
ど
が
原
因
の
一
っ
と

考
え
ら
れ
、
対
馬
藩
は
し
ば
し
ば
そ
の
対
策
を
両
藩
へ
働
き
か
け
て
い
た
が
不
調
に
終
わ
っ
て
い
る
。
基
賭
郡
下
郷
の
水
屋
村
・
酒
井

村
・
赤
川
村
、
養
父
郡
の
高
田
村
・
藤
木
村
・
今
泉
村
・
真
木
村
・
安
楽
寺
村
な
ど
は
「
水
附
村
八
ヶ
村
」
「
下
村
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

寵
数
は
三
六

0
軒
程
、
人
数
一
五
六

0
人
、
田
畠
畝
数
は
四
七
八
町
二
段
五
畝
余
の
地
域
で
あ
る
。
水
量
が
一
丈
七
尺
で
は
床
に
水
が

上
が
り
炊
事
が
不
能
と
な
り
、
二
丈
以
上
に
な
れ
ば
軒
を
浸
す
家
が
過
半
で
、
田
代
よ
り
役
人
が
で
て
水
が
引
い
て
炊
き
出
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
鼈
人
数
に
応
じ
て
掬
飯
・
飲
み
水
・
塩
な
ど
が
与
え
ら
れ
た
。
備
用
と
し
て
小
船
（
救
難
船
）
一
五
艘
が
渡
さ

(12) 

れ
、
救
米
は
一
日
一
人
一
合
五
勺
、
干
和
布
は
見
計
に
支
給
さ
れ
た
。

日
照
も
発
生
し
た
が
、
と
く
に
そ
の
影
響
が
大
き
い
の
は
水
害
に
も
や
ら
れ
や
す
い
下
村
地
域
で
あ
っ
た
。
宝
暦
―
二
年
七
月
の
日

照
で
は
、
百
姓
が
食
料
不
足
で
飢
え
て
は
「
人
命
大
切
」
ゆ
え
、
田
を
畠
に
な
し
て
、
食
糧
が
確
保
さ
れ
た
。
田
を
畠
地
に
な
す
際
は
、

三
郷
中
一
体
と
い
う
立
場
か
ら
上
村
よ
り
人
夫
合
力
が
出
さ
れ
る
。
作
物
は
稗
・
蕎
麦
・
蕪
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
蕎
麦
類
は
で
き
な
い

(13) 

と
し
て
辛
子
・
菜
類
の
蒔
き
付
け
も
提
言
さ
れ
た
。

(14) 

こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
は
疫
病
も
発
生
し
た
。
延
宝
八
年
六
月
・
七
月
ま
た
九
月
に
か
け
て
の
数
度
の
洪
水
は
先
述
の
水
附
八
ヶ
村

に
水
損
そ
し
て
飢
饉
を
招
い
た
。
病
人
が
男
女
あ
わ
せ
て
一
九
七
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
代
官
所
斡
旋
に
よ
る
二
人
の
医
師
の
煎
薬
に

(15) 

よ
り
死
者
は
老
人
一
四
人
に
と
ど
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
家
畜
の
疫
病
・
流
行
病
も
あ
っ
た
。
寛
文
―
二
年
―
一
月
七
日
、
田
代
領
内
の

牛
九
百
頭
が
疫
病
流
行
で
大
方
死
失
し
、
耕
作
に
差
し
支
え
る
の
で
馬
購
入
が
図
ら
れ
た
が
、
高
値
に
つ
き
領
中
よ
り
訴
状
が
出
さ
れ

(16)

（

17) 

て
い
る
。
な
お
享
保
二
年
正
月
調
査
の
牛
馬
数
は
一
六
八

0
頭
、
う
ち
馬
七
五
一
頭
、
牛
九
二
九
頭
で
あ
る
。

災
害
・
疫
病
が
発
生
す
る
と
、
し
ば
し
ば
そ
の
禍
を
祓
う
た
め
に
祈
願
が
行
わ
れ
た
。
雨
乞
・
虫
除
・
病
気
（
邪
気
）
退
散
な
ど
領

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

-3-



(
2
)
 

に
な
っ
た
。 社

会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
そ
う
に
な
る
と
地
域
民
に
よ
る
祈
願
（
な
い
し
申
請
）
が
さ
れ
た
し
、
こ
の
よ
う
な
厄
災
に
よ
る
年
貢
徴
収
へ

(21) 

の
影
響
は
領
主
・
藩
経
済
に
と
っ
て
も
見
過
ご
せ
な
い
問
題
で
あ
り
、
代
官
所
役
人
に
よ
る
祈
願
（
さ
ら
に
指
示
）
も
み
ら
れ
た
。

(22) 

か
か
る
災
害
・
疫
病
被
害
者
な
い
し
厄
災
を
背
景
と
し
た
困
窮
者
へ
の
救
済
の
基
本
は
飯
米
や
雇
用
、
薬
の
支
給
で
あ
る
。
飯
米
の

(23)

（

24) 

支
給
額
は
一
人
一
日
五
勺
か
ら
二
合
で
あ
っ
た
。
ま
た
麦
種
買
用
銀
・
馬
飼
料
銀
拝
領
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
庄
屋
富
民
に
よ
る
困
窮
者

(25)

（

26) 

救
済
の
指
示
も
さ
れ
た
。
ま
た
困
窮
し
た
百
姓
の
普
請
日
用
と
し
て
の
雇
用
も
な
さ
れ
て
い
る
。
対
馬
藩
領
で
あ
る
田
代
領
の
特
徴
的

(27) 

な
点
と
し
て
疫
病
者
に
対
す
る
朝
鮮
人
参
渡
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
宝
永
五
年
に
用
銀
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
凶
年
が
続
き
藩
側
の
救
済
が
十
分
に
出
来
な
い
な
か
、
「
凶
年
の
備
」

(28) 

と
し
て
す
で
に
対
馬
で
実
施
さ
れ
て
い
た
用
銀
取
り
立
て
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
と
く
に
借
銀
返
弁
困
難
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
お

り
、
高
利
の
借
銀
で
土
地
を
手
放
さ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
貧
民
に
と
っ
て
有
益
で
、
貧
民
の
女
房
娘
に
綿
子
を
利
な
し
で
買
い
調
え

さ
せ
、
利
分
を
得
さ
せ
る
な
ど
、
郷
中
貧
民
に
と
っ
て
の
益
は
軽
く
な
か
っ
た
と
い
い
、
こ
の
よ
う
な
用
銀
を
大
分
に
し
た
の
が
中
島

(29) 

伝
左
衛
門
で
七
〇
貫
目
を
定
額
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
屋
敷
（
代
官
所
）
・
諸
役
人
の
居
所
・
上
使
屋
な
ど
の
修
復
用
銀
な

ど
も
含
め
た
も
の
で
、
領
民
救
済
を
目
的
と
し
た
と
さ
れ
る
用
銀
制
度
は
領
民
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
も
な
り
問
題
を
お
こ
す
よ
う

困
窮
化
の
進
行

年
貢
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
負
担
、
ま
た
災
害
や
疫
病
に
よ
り
生
活
困
窮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
領
民
も
多
く
存
在
し
た
。
そ
し
て

領
主
に
よ
る
救
済
も
多
く
は
の
ぞ
め
な
い
な
か
、
借
銀
・
借
米
が
領
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
。
「
基
猜
養
父
実
記
」
に
は

御
領
中
延
宝
元
年
の
比
よ
り
困
窮
至
極
仕
、
諸
人
借
銀
借
米
重
り
、
年
例
（
倒
力
）
百
姓
大
分
に
罷
成
、
妻
子
田
畠
を
泊
却
仕
、

身
を
売
親
兄
弟
を
捨
欠
落
仕
、
相
続
て
如
何
程
可
仕
も
難
知
様
に
罷
成
候
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社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

と
記
さ
れ
、

一
七
世
紀
の
中
頃
よ
り
、
生
活
困
窮
、
借
銀
・
借
米
、
人
身
売
買
と
も
い
え
る
奉
公
人
化
、
田
畠
売
渡
（
質
入
）
、
欠
落

(30) 

（
出
奔
）
な
ど
、
生
活
破
壊
と
で
も
呼
ば
ざ
る
を
得
な
い
困
窮
化
の
進
行
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
史
料
は
延
宝
六
年
の
田
代

(31) 

領
借
銀
借
米
高
を
載
せ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
借
銀
高
一

0
二
八
貰
余
（
内
、
利
銀
九
二
貫
余
）
、
借
米
五
八
四
七
俵
余
（
内
、
利
米

(32) 

四
四
八
俵
余
）
、
ま
た
他
領
か
ら
の
借
銀
六
七
貰
余
、
借
米
二
三
俵
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
銀
米
貸
し
主
（
債
権
者
）
が
四
九
万
人
に
対

し
、
銀
米
借
り
主
（
債
務
者
）
は
一
六

0
五
人
に
の
ぽ
る
。

こ
の
統
計
が
と
ら
れ
た
延
宝
六
年
、
永
吉
村
の
百
姓
一
寵
六
人
が
四
月
―
一
日
欠
落
、
奈
良
田
村
百
姓
一
寵
七
人
が
同
月
一
六
日
に

欠
落
し
た
。
上
納
前
よ
り
大
分
の
米
銀
を
他
借
し
返
弁
な
り
が
た
い
た
め
と
い
わ
れ
た
。
先
頃
も
大
勢
の
欠
落
者
が
あ
っ
た
と
い
い
、

こ
れ
で
は
隣
国
の
外
聞
も
よ
く
な
く
、
借
銀
は
五
年
か
一

0
年
の
成
崩
と
す
る
こ
と
が
評
議
さ
れ
江
戸
へ
伺
う
な
ど
さ
れ
た
。
ま
た
田

代
で
の
百
姓
借
銀
が
高
利
の
た
め
、
以
後
一
年
に
つ
き
銀
子
は
一
割
半
、
米
は
二
割
と
す
る
こ
と
な
ど
も
決
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な

(33) 

か
田
代
欠
落
百
姓
は
長
崎
居
住
の
と
こ
ろ
六
月
に
召
し
捕
ら
え
て
い
る
。

(34) 

と
こ
ろ
で
、
先
の
統
計
は
嘉
嶋
兵
介
が
調
査
し
た
も
の
で
、
兵
介
は
借
銀
・
借
米
軽
減
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
領
民
困
窮

者
に
よ
る
借
銀
米
と
困
窮
の
深
刻
化
と
い
う
状
況
は
容
易
に
解
消
せ
ず
、
領
主
（
代
官
所
）
と
領
民
の
緊
張
し
た
関
係
も
醸
成
さ
れ
た
。

元
禄
一
四
年
一

0
月
二
八
日
に
三
郷
中
よ
り
借
銀
借
米
差
し
引
き
に
つ
い
て
願
書
が
差
し
出
さ
れ
た
が
、
借
銀
借
米
差
引
役
の
嘉
嶋

(35) 

権
八
は
大
庄
屋
・
借
銀
主
な
ど
ヘ
―
一
月
朔
日
よ
り
九
日
ま
で
吟
味
し
た
。
と
く
に
七
ー
九
日
に
か
け
て
は
昼
夜
を
問
わ
ず
関
係
者
が

(36) 

病
人
で
あ
っ
て
も
借
銀
吟
味
所
へ
詰
め
さ
せ
ら
れ
た
。
吟
味
内
容
は
手
代
・
目
付
へ
も
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
御
目
付
一
二
村
市

(37) 

介
の
証
言
に
よ
れ
ば
手
錠
を
掛
け
ら
れ
た
者
が
一
両
人
は
あ
り
、
水
責
め
の
道
具
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
(38) 

正
代
官
津
江
格
兵
衛
な
ど
の
以
上
の
よ
う
な
証
言
に
対
し
て
、
嘉
嶋
権
八
は
次
の
よ
う
な
認
識
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
貧
民
は
分
限

を
守
ら
ず
過
分
の
仕
方
、
富
民
は
借
銀
利
分
の
法
を
背
い
て
心
の
ま
ま
に
高
利
貸
し
を
す
る
。
す
で
に
嘉
嶋
兵
介
の
勤
務
三
年
目
に
貧

民
数
人
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
れ
は
貸
し
借
り
の
仕
法
が
な
い
た
め
起
こ
っ
た
の
で
あ
り
、
兵
介
は
そ
の
仕
法
を
作
り
貧
民
の
借
銀
も
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大
庄
屋
・
庄
屋
や
借
銀
米
主
の
当
事
者
は
貸
し
借
り
を
め
ぐ
る
い
わ
ば
相
対
仕
法
（
村
役
人
や
当
事
者
に
よ
る
決
済
）
を
主
張
し
た

の
に
対
し
、
嘉
嶋
は
そ
れ
を
許
さ
な
い
立
場
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
借
銀
米
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い
田
代
領
民

の
実
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
結
局
二
年
後
の
元
禄
一
六
年
に
「
借
銀
借
米
差
引
」
は
当
事
者
間
で
相
対
で

出
来
る
の
で
は
な
く
、
「
下
之
差
引
」
に
は
大
庄
屋
三
人
や
町
役
・
庄
屋
が
関
わ
る
こ
と
に
し
、
基
本
は
借
銀
借
米
を
減
じ
田
地
取
り

放
し
が
な
い
よ
う
に
す
る
、
利
息
は
公
定
の
一
分
三
を
越
え
な
い
こ
と
と
す
る
、
古
借
銀
借
米
は
一
年
一
割
の
利
と
す
る
、
な
ど
と
さ

(39) 

れ
一
応
の
決
着
を
み
て
い
る
。

田
畠
移
動
と
日
用
層

藩
・
代
官
所
は
借
銀
米
行
為
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
「
借
り
銀
之
益
二
而
当
用
を
達
し

(40) 

候
故
、
借
し
主
之
心
ハ
如
何
様
二
候
而
も
借
し
主
之
恩
二
而
候
と
不
心
得
候
而
不
叶
事
二
候
」
と
、
借
銀
主
の
意
図
は
と
も
か
く
、
借

銀
の
益
に
よ
り
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
は
借
し
主
の
恩
と
し
て
お
り
、
借
銀
の
存
在
意
義
を
藩
側
が
認
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
。
し
か
し
問
題
は
、
「
身
体
不
相
応
二
甚
高
利
之
借
銀
借
米
」
を
し
、
結
果
的
に
「
毎
年
元
利
等
相
払
候
二
付
、
古
来
よ
り

(41) 

持
来
候
田
地
二
取
離
」
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
欠
落
者
発
生
に
も
つ
な
が
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。
欠
落
者
の
発
生
は
領
内
の
生
産

(
3
)
 

い
出
た
の
で
あ
る
。

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

大
分
減
じ
た
。
し
か
し
そ
の
後
に
仕
法
は
緩
み
貧
民
が
立
ち
ゆ
き
が
た
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
大
庄
屋
が
庄
屋
や
貸
し

主
借
り
主
も
巻
き
込
み
、
借
銀
に
関
し
「
下
々
差
引
」
を
願
い
出
る
の
は
、
上
を
軽
し
め
仕
置
を
妨
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
大

庄
屋
―
―
一
郎
右
衛
門
は
オ
勘
が
優
れ
た
者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
借
銀
が
当
事
者
の
み
の
相
対
が
も
た
ら
す
弊
害
を
得
心
し
な
い
の
は

死
刑
に
値
す
る
、
と
断
じ
、
対
馬
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
し
か
し
三
郎
右
衛
門
は
田
代
へ
差
し
戻
し
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
心
得
違
を

す
る
自
分
（
嘉
嶋
権
八
）
が
ま
た
田
代
へ
戻
り
差
配
に
関
わ
れ
ば
間
違
い
を
犯
す
と
し
て
、
藩
庁
側
の
判
断
に
反
発
し
て
役
御
免
を
願
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基
盤
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
り
、
藩
財
政
・
領
主
経
済
に
と
っ
て
そ
れ
は
避
け
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
嘉
嶋
権
介
一
件
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
藩
・
代
官
所
側
は
借
銀
米
の
当
事
者
同
志
の
相
対
行
為
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
元
禄
一
六
年
よ
り
正
徳
二
年
ま
で
に
三
郷
両
町
（
両
町
と
は
田
代
・
瓜
生
野
）
で
の
隠
れ
借
銀
は
一
七
六
貫
八

七
四
匁
七
分
九
厘
、
う
ち
九
貰
一
三
二
匁
二
分
九
厘
は
他
領
よ
り
書
き
入
れ
な
し
の
借
銀
と
い
い
、
同
じ
く
隠
れ
借
米
も
二
八
〇
俵
ニ

斗
一
合
四
勺
で
、
こ
れ
ら
の
借
り
主
は
四
八

0
人
に
の
ぽ
り
、
田
代
代
官
所
は
「
自
由
二
田
畠
屋
敷
を
譲
渡
借
銀
手
形
書
入
之
田
畠
質

(42) 

二
入
置
候
田
畠
等
不
遂
案
内
銀
主
江
相
渡
候
族
、
村
々
両
町
へ
数
多
有
之
」
と
現
状
を
憂
え
た
の
で
あ
る
。

貞
享
二
年
成
立
の
「
基
雛
養
父
実
記
」
に
は
す
で
に
、
借
銀
借
米
に
端
を
発
し
た
耕
地
の
階
層
分
解
に
よ
る
貧
富
の
差
が
拡
大
す
る

傾
向
を
示
す
記
事
が
載
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
田
代
領
の
百
姓
凡
そ
二
千
寵
余
の
う
ち
、
田
畠
を
全
く
持
た
な
い
も
の
は
四
五
〇
寵
余
、

ま
た
田
・
畠
・
屋
敷
の
い
ず
れ
か
を
持
た
な
い
も
の
は
二
八
〇
寵
と
さ
れ
、
他
方
、
一
人
で
五
0
石
•
1
0
0
石
か
ら
三
0
0
石
以
上

の
田
畠
所
持
の
階
層
も
存
在
し
、
百
姓
の
身
上
に
は
明
ら
か
な
階
層
差
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
富
民
は
利
あ
る
田
畠
ば
か
り
を
持
ち
、
貧

(43) 

民
は
利
な
き
田
畠
を
所
持
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
「
貧
富
大
に
違
へ
り
」
と
し
て
い
る
。
土
地
集
積
を
行
っ
た
牛
原
村
の
磯
野
家
は

(44) 

分
地
を
行
っ
て
い
る
。
藩
・
代
官
所
側
は
借
銀
借
米
に
よ
る
無
理
な
田
畠
取
押
を
禁
止
し
、
非
法
に
よ
る
地
主
制
形
成
を
抑
止
し
よ
う

(45) 

と
し
た
。
し
か
し
、
年
貢
不
納
者
の
田
畠
取
り
上
げ
と
い
う
矛
盾
す
る
よ
う
な
こ
と
も
強
制
し
た
。
例
え
ば
享
保
一
八
年
、
姫
方
村
辰

右
衛
門
は
年
貢
を
数
年
滞
納
し
た
た
め
、
「
借
替
上
納
済
置
」
き
、
取
り
上
げ
の
田
畠
お
よ
び
水
車
株
は
藤
木
両
村
上
分
百
姓
へ
下
さ

れ
た
0

1
0月
一
九
日
に
姫
方
村
と
藤
木
村
の
地
面
の
内
訳
畝
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
代
官
所
側
が
介
入
し
た
田
畠
移
動
と
み
る

(46) 

こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
質
地
を
窮
民
が
請
け
戻
せ
な
い
状
況
に
対
し
、
藩
・
代
官
所
側
も
郷
中
用
銀
を
借
り
手
に
貸
し
て
、
借
り
主
・
貸
し
主
と

(47) 

も
に
迷
惑
し
な
い
よ
う
に
い
ず
れ
も
請
け
返
す
よ
う
指
示
す
る
し
、
百
姓
持
分
田
地
の
永
代
売
を
認
め
な
い
立
場
か
ら
、
質
地
年
限
を

(48) 

-
0年
、
な
い
し
五
年
、
三
年
と
制
限
し
た
。
し
か
し
郷
中
用
銀
の
貸
し
出
し
の
目
的
の
―
つ
は
貸
し
主
の
権
益
保
護
で
あ
り
、
質
地

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭
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期
間
の
年
貢
な
ど
の
納
物
は
質
取
者
が
行
う
も
の
と
さ
れ
、
貸
し
主
、
質
地
地
主
の
利
益
優
先
の
土
地
施
策
と
い
う
性
格
も
有
し
た
。

天
明
八
年
に
は
、
田
畠
や
家
屋
敷
の
質
入
は
銀
主
へ
見
届
け
さ
せ
証
文
に
町
役
・
組
頭
が
奥
印
し
て
渡
し
、
永
代
譲
り
渡
し
の
場
合
は

(49) 

持
ち
主
・
奥
印
の
組
合
の
者
が
立
ち
会
い
庄
屋
元
の
名
寄
帳
を
手
数
の
通
り
改
め
る
こ
と
と
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
藩
・
代
官
所
側

も
事
実
上
の
土
地
売
買
に
よ
る
地
主
を
制
度
的
に
認
め
る
こ
と
が
、
年
貢
を
は
じ
め
と
す
る
上
納
物
の
安
定
的
確
保
を
保
障
す
る
と
み

な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
状
況
下
で
、
領
民
の
な
か
に
は
困
窮
に
よ
り
生
活
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
欠
落
に
追
い
込
ま
れ
る
者
も
あ
っ
た
。
延
宝
五
年
、

神
辺
村
の
一
家
が
書
き
置
き
し
て
欠
落
し
た
。
借
銀
の
催
促
が
厳
し
か
っ
た
た
め
で
、
借
銀
主
は
磯
野
壽
延
で
あ
る
。
「
磯
野
壽
延
記
」

を
残
し
た
壽
延
は
こ
の
時
三
五
歳
の
庄
屋
で
あ
っ
た
。
欠
落
者
一
家
は
欠
落
先
の
長
崎
よ
り
連
れ
戻
さ
れ
、
貸
し
主
で
あ
る
壽
延
と

(50) 

「
対
決
」
さ
せ
ら
れ
対
馬
の
田
舎
差
し
送
り
と
な
っ
て
い
る
。
庄
屋
ク
ラ
ス
の
富
者
が
借
銀
主
で
あ
る
場
合
に
も
欠
落
は
生
じ
た
。

嘉
嶋
兵
介
は
「
何
も
数
年
身
持
悪
敷
仕
、
大
分
の
借
銀
借
米
仕
居
、
至
子
只
今
難
儀
に
存
」
じ
、
父
母
な
ど
を
捨
て
て
逃
げ
去
る
欠

落
を
「
重
罪
」
と
し
た
。
兵
介
は
、
い
わ
ば
身
持
が
悪
く
肉
親
も
捨
て
る
道
徳
の
問
題
と
み
る
わ
け
で
、
村
な
い
し
組
を
単
位
に
欠
落

(51) 

者
に
対
し
連
帯
責
任
を
取
ら
せ
る
こ
と
で
そ
の
防
止
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
欠
落
者
に
対
す
る
眼
差
し
は
領
主
層
に
共
有
さ

(52)

（

53) 

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
防
止
策
も
根
本
的
な
も
の
と
は
な
り
え
ず
、
負
債
に
よ
る
夫
婦
無
理
心
中
と
い
う
悲
惨
な
状
況
も
あ
っ
た
。

質
入
や
事
実
上
の
永
代
売
な
ど
に
よ
り
田
畠
を
失
っ
た
人
々
は
日
用
稼
で
糊
口
の
道
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
田
代
領
内

で
は
代
官
所
が
行
う
川
普
請
な
ど
の
い
わ
ば
公
共
事
業
や
役
所
遣
と
し
て
の
駄
賃
稼
ぎ
が
あ
っ
た
が
、
物
価
上
昇
の
た
め
代
官
所
関
係

(54) 

に
つ
い
て
は
費
用
賃
金
の
値
上
げ
を
認
め
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
物
価
高
値
」
に
つ
き
田
代
か
ら
博
多
•
佐
賀
・
久
留
米
な
ど
へ

(55) 

の
駄
賃
銀
値
上
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
日
用
稼
・
職
人
の
賃
金
も
公
定
で
あ
り
た
び
た
び
増
加
要
求
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
藩
・
代

(56) 

官
所
側
は
こ
れ
を
禁
止
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

田
代
領
外
か
ら
の
日
用
層
の
流
入
に
対
し
、
代
官
所
は
領
内
日
用
層
保
護
の
観
点
か
ら
そ
れ
を
制
限
す
る
立
場
も
と
っ
た
。
す
な
わ
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二
節

働
形
態
で
見
い
だ
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
、
領
外
か
ら
の
者
を
日
用
賃
が
安
い
た
め
一
雇
っ
て
し
ま
う
が
、
た
だ
で
さ
え
日
用
の
機
会
が
少
な
く
他
領
へ
日
用
稼
に
で
る
田
代
の

者
が
い
る
の
に
、
他
領
者
を
雇
用
す
れ
ば
領
内
の
飢
者
の
日
用
の
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
天
和
元
年
二
月
六
日
に
禁
止
し

た
。
し
か
し
貞
享
元
年
―
一
月
三
二
日
に
は
、
往
来
切
手
を
所
持
す
る
身
元
確
か
な
者
を
雇
用
す
る
条
件
で
旧
に
復
し
て
い
る
。
こ
れ

(57) 

は
、
領
内
の
日
用
が
少
な
く
他
領
者
を
抱
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
改
善
が
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
―
―
一
年
七
月
に
は
田
代

(58) 

領
分
の
日
用
取
は
少
な
く
、
賃
銀
も
高
く
迷
惑
で
あ
り
、
身
元
確
か
な
他
国
日
用
取
を
積
極
的
に
認
可
す
る
と
明
言
さ
れ
た
。
他
方
、

田
代
領
外
、
と
く
に
長
崎
へ
の
日
用
取
の
流
出
も
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
田
代
領
の
日
用
取
不
足
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
起
囚
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
代
官
所
側
は
長
崎
な
ど
他
領
へ
の
日
用
取
が
農
業
疎
略
さ
ら
に
商
売
所
ゆ
え
の
百
姓
風
俗
悪
化
の
原
因
と
も
み
な

(59) 

し
、
長
崎
な
ど
へ
の
費
用
稼
を
禁
止
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
領
主
層
に
は
、
困
窮
化
に
よ
る
不
可
避
的
な
日
用
稼
層
が
い
る
一
方
で
農
業
を
忌
諒
し
領
内
外
で
の
賃
稼
を
の
ぞ
む
階
層
も

(60) 

多
く
な
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
元
文
―
―
年
に
は
農
業
を
厭
う
細
工
稼
ぎ
を
禁
止
と
し
、
宝
暦
八
年
に
は
領
内
で
農
業
に
従

(61) 

事
す
べ
き
と
し
て
領
外
稼
ぎ
を
禁
止
し
て
い
る
。

農
業
経
営
に
生
活
の
向
上
を
見
い
だ
し
得
な
い
人
々
が
、
領
主
側
の
意
向
と
は
別
に
農
業
以
外
の
生
業
活
動
の
場
を
日
用
と
い
う
労

訴
願
と
改
革

訴
願
と
地
域
社
会

田
代
領
は
対
馬
藩
の
飛
地
で
あ
る
が
、
寛
文
六
年
九
月
に
百
姓
か
ら
の
訴
訟
が
多
い
た
め
代
官
仕
置
監
察
と
し
て
目
付
が
派
遣
さ
れ

た
。
表
向
は
穂
検
見
で
あ
っ
た
が
、
生
活
の
成
り
立
ち
具
合
の
見
聞
、
宗
門
改
、
対
馬
へ
の
男
女
売
り
渡
し
や
地
主
・
請
作
の
実
態
、

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭
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社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

百
姓
零
落
の
背
景
、
代
官
仕
置
き
の
内
密
な
調
査
、
郷
中
か
ら
の
訴
状
訴
訟
の
内
検
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
目
付
派
遣

は
田
代
地
域
の
社
会
状
況
の
変
化
が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
対
馬
藩
庁
に
よ
る
実
情
調
査
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
な
災
害
や
流
行
病
、
領
民
の
困
窮
化
、
田
畠
の
質
地
化
、
欠
落
や
日
用
層
の
増
加
な
ど
は
地
域
社
会
の
変
容
の
内
実
と
い
え
る
も
の

だ
ろ
う
。

享
保
五
年
夏
の
洪
水
に
と
も
な
う
困
窮
の
深
刻
化
は
、
代
官
中
島
伝
左
衛
門
の
領
内
に
関
す
る
報
告
の
真
偽
調
査
を
直
接
の
目
的
と

し
て
目
付
派
遣
に
い
た
っ
た
。
享
保
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
こ
の
目
付
派
遣
（
御
目
付
．
徒

H
付
）
に
際
し
藩
は
次
の
よ
う
に
指

示
し
た
。

田
代
代
官
所
役
人
と
の
接
触
を
田
代
発
着
の
日
を
除
き
極
力
遠
慮
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
た
め
町
屋
に
宿
泊
と
し
た
。
雨
天
を
の
ぞ

き
毎
日
一
村
ず
つ
回
村
し
働
き
に
出
て
い
な
い
老
人
に
困
窮
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
そ
れ
以
外
の
こ
と
を
間
き
出
す
必
要
は
な
い
。

一
村
で
五
・
六
軒
ほ
ど
訪
ね
村
人
の
話
と
実
際
に
見
及
ん
だ
様
子
に
相
違
な
い
か
留
意
し
記
録
し
て
覚
書
を
作
成
す
る
。
一
二
四
ヶ
村
あ

る
の
で
一
日
一
村
と
し
て
四

0
日
ほ
ど
か
か
る
は
ず
で
あ
る
。
村
に
は
歩
行
し
百
姓
屋
で
は
湯
茶
の
ほ
か
馳
走
を
う
け
ず
、
昼
飯
は
持

参
す
る
。
徒
目
付
作
成
の
記
録
も
封
状
に
し
て
自
分
作
成
の
覚
書
と
同
じ
箱
に
入
れ
博
多
経
由
で
対
馬
へ
送
る
。
そ
の
際
、
御
目
付
と

徒
目
付
の
そ
れ
ぞ
れ
の
聞
き
取
り
内
容
・
収
集
情
報
が
一
致
す
る
か
否
か
を
確
認
の
必
要
は
な
い
。
廻
村
中
、
百
姓
が
道
筋
で
休
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
百
姓
屋
で
聞
き
取
る
の
と
同
じ
よ
う
に
尋
ね
帰
宿
後
覚
書
に
記
録
す
る
。
途
中
で
出
会
っ
た
百
姓
の
名
前
は
け
し

て
聞
い
て
は
な
ら
な
い
。
御
目
付
と
徒
目
付
は
同
道
す
る
必
要
は
な
い
。
二
人
が
同
日
に
同
じ
村
に
聞
き
取
り
に
出
向
か
な
い
よ
う
に

す
る
。
上
層
百
姓
の
家
に
立
ち
寄
ら
ず
、
一
村
に
つ
き
並
百
姓
屋
・
百
姓
屋
と
み
え
る
家
を
そ
れ
ぞ
れ
三
軒
ほ
ど
訪
問
す
る
。
宿
所
に

(63) 

投
げ
文
・
落
と
し
文
さ
れ
た
も
の
も
封
の
ま
ま
対
馬
へ
送
る
。

代
官
所
役
人
や
他
目
付
に
影
響
さ
れ
な
い
独
自
の
調
査
が
且
付
に
要
求
さ
れ
、
中
下
層
百
姓
か
ら
の
生
の
声
の
聞
き
取
り
に
留
意
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
領
民
の
投
げ
文
・
落
と
し
文
の
受
納
（
意
見
受
け
入
れ
は
別
）
と
い
う
姿
勢
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
磯
野
壽
延
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は
こ
の
時
の
目
付
派
遣
に
つ
い
て
、
領
中
の
人
が
様
々
な
こ
と
を
認
め
綴
じ
本
あ
る
い
は
巻
紙
を
目
付
の
宿
所
へ
持
参
し
た
と
記
す
。

田
代
領
民
が
代
官
で
あ
ろ
う
と
自
ら
主
張
し
て
い
る
様
が
う
か
が
え
、
そ
こ
か
ら
地
域
秩
序
の
変
容
が
知
ら
れ
る
。

藩
側
は
訴
願
差
し
出
し
を
否
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
こ
の
時
期
に
は
名
前
明
記
を
条
件
に
推
奨
し
て
お
り
、
在
町
役
人
に

(65) 

対
し
て
も
、
郷
村
の
こ
と
は
も
と
よ
り
「
御
政
事
」
に
つ
い
て
も
遠
慮
な
き
上
申
を
指
示
す
る
に
い
た
っ
た
。
先
述
の
享
保
五
年
か
ら

六
年
に
か
け
て
の
目
付
派
遣
後
、
六
年
七
月
の
用
銀
方
改
正
に
際
し
意
見
が
あ
れ
ば
申
し
出
る
よ
う
に
布
達
、
領
内
か
ら
七
八
通
の
願

(66) 

書
が
だ
さ
れ
、
藩
は
返
答
し
て
い
る
。
領
民
願
書
の
基
本
は
用
銀
が
本
来
は
領
民
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
が
こ
れ
に
付
随

(67) 

し
て
様
々
な
意
見
が
開
陳
さ
れ
る
。

藩
側
は
こ
れ
ら
の
訴
願
を
通
し
て
田
代
領
民
の
あ
る
動
向
を
み
て
い
た
。
そ
れ
は
役
人
側
と
百
姓
側
の
対
立
で
あ
る
。
す
で
に
大
庄

屋
梁
井
藤
兵
衛
は
貞
享
四
年
一

0
月
の
意
見
具
申
で
、
田
畠
の
無
所
持
者
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
年
貢
減
免
は
そ
の
よ
う
な
層

に
と
っ
て
は
あ
ま
り
効
果
が
望
め
な
い
、
百
姓
は
「
時
代
二
よ
り
我
々
よ
り
何
分
二
申
付
候
而
も
曽
而
承
引
不
仕
」
と
時
代
も
か
わ
り

大
庄
屋
な
ど
村
役
人
の
指
示
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
し
、
「
御
屋
敷
御
風
儀
相
窺
、
御
見
ま
ね
を
仕
事
二
候
」
と
為
政
者
の
姿
勢
が

(68) 

重
要
と
指
摘
し
て
い
た
。

し
か
し
対
馬
藩
庁
側
の
見
方
は
多
少
違
っ
て
い
た
。
先
の
目
付
派
遣
後
に
あ
た
る
享
保
六
年
七
月
、
藩
庁
は
田
代
代
官
幾
度
六
右
衛

門
に
対
し
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
当
年
（
享
保
六
年
）
の
春
以
来
、
領
中
へ
の
申
渡
の
基
本
は
「
人
情
」
を
用
い
た
「
政

道
」
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
二

0
年
程
、
基
律
養
父
領
分
に
は
人
情
を
重
視
し
な
い
政
道
が
行
わ
れ
る
「
非
常
之
大
病
」

が
あ
る
。
手
代
役
以
下
の
役
人
層
の
者
は
、
目
付
が
対
馬
よ
り
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
百
姓
が
「
上
」
（
対
馬
藩
庁
）
に
も
た
れ
か

か
り
、
手
前
勝
手
を
申
し
立
て
大
小
庄
屋
の
み
な
ら
ず
代
官
・
手
代
な
ど
の
役
人
層
も
恐
れ
ず
軽
し
め
る
と
主
張
す
る
が
そ
の
見
方
は

あ
や
ま
り
で
あ
る
。
百
姓
た
ち
は
財
政
困
窮
を
理
解
し
て
夫
賃
金
三
匁
の
要
求
通
り
で
は
な
く
て
も
同
二
匁
で
普
請
に
携
わ
っ
た
。
こ

れ
を
も
っ
て
し
て
も
百
姓
た
ち
が
救
済
や
上
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
隣
端
（
隣
藩
）
に
は
田
代
代
官
や
そ
の
も
と

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭
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社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

の
諸
役
人
層
と
惣
百
姓
と
の
騒
動
と
噂
さ
れ
た
。
大
小
庄
屋
は
田
代
領
中
に
困
窮
者
な
し
と
報
告
し
、
代
官
も
こ
の
よ
う
な
申
し
分
を

信
じ
正
副
両
代
官
連
名
の
書
状
で
領
中
の
困
窮
者
な
し
と
し
た
。
こ
れ
は
目
付
に
出
さ
れ
た
領
中
の
者
か
ら
の
訴
願
内
容
と
相
違
す
る
。

つ
ま
り
田
代
領
中
が
「
御
代
官
並
大
小
庄
屋
ハ
一
方
二
成
リ
、
御
領
中
之
百
姓
ハ
一
方
二
成
リ
」
と
い
う
「
両
様
二
分
レ
」
た
よ
う
に

対
馬
か
ら
は
み
え
る
。
代
官
は
上
に
も
た
れ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
叱
」
は
せ
ず
、
丁
寧
に
「
諭
」
す
べ
き
で
あ
る
。

も
し
代
官
が
叱
れ
ば
扶
持
人
以
下
庄
屋
•
町
役
ま
で
代
官
の
一
言
の
叱
を
手
本
と
し
て
無
理
に
百
姓
町
人
を
押
さ
え
込
み
そ
の
害
は
け

し
て
軽
く
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
対
馬
藩
庁
側
は
む
し
ろ
大
庄
屋
・
庄
屋
層
の
百
姓
層
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
た
。
田
代
代
官
も
一
部
の

庄
屋
層
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
当
春
以
来
百
姓
の
心
入
れ
が
悪
く
な
っ
た
と
す
る
庄
屋
の
口
上
書
を
批
判
し
、
目

付
が
渡
る
前
ま
で
は
庄
屋
は
百
姓
が
苦
し
む
こ
と
も
さ
せ
、
百
姓
が
願
わ
な
い
こ
と
も
願
っ
た
よ
う
に
装
っ
て
、
代
官
・
藩
庁
へ
訴
え

て
い
た
。
ま
た
百
姓
を
押
し
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
は
、
藩
・
代
官
所
側
の
憐
憫
が
す
ぎ
る
か
ら
百
姓
が
我
が
儘
を
申
す

よ
う
に
な
っ
た
と
庄
屋
側
は
主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
庄
屋
の
う
ち
心
入
り
が
悪
い
庄
屋
の
棟
梁
が
存
在
す
る
か
ら
と
指
摘
し
、
庄
屋
は

(69) 

彼
ら
へ
の
疑
い
を
書
き
付
け
た
百
姓
を
憎
む
の
で
は
な
く
、
庄
屋
仲
間
で
悪
し
き
者
を
正
す
と
考
え
る
べ
き
と
代
官
は
礼
し
て
い
る
。

さ
ら
に
代
官
は
手
代
な
ど
代
官
所
詰
の
扶
持
人
層
批
判
も
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
二

0
年
ほ
ど
田
代
領
中
の
仕
置
き
で
末
々
へ

の
咎
め
が
以
前
よ
り
は
多
く
な
り
、
実
情
を
申
し
出
る
こ
と
を
恐
れ
る
傾
向
が
で
て
き
た
（
水
車
の
件
、
草
山
を
立
山
に
す
る
松
山
の

件
な
ど
）
。
そ
れ
は
扶
持
人
の
心
が
何
と
な
く
末
々
（
領
民
）
を
軽
ん
じ
て
百
姓
た
ち
領
民
の
憂
い
を
勘
案
せ
ず
、
偏
に
奉
公
立
だ
け

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
だ
。
末
々
の
た
め
に
な
ら
な
い
こ
と
は
上
の
御
為
に
も
な
ら
な
い
道
理
を
扶
持
人
た
ち
も
理
解
す

べ
き
で
あ
る
。
定
免
制
に
な
り
豊
凶
に
か
か
わ
ら
ず
年
貢
は
一
定
上
納
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
た
め
、
扶
持
人
は
田
畠
の
こ
と
で

は
「
御
為
」
（
藩
主
）
に
な
る
よ
う
な
功
績
も
あ
げ
ら
れ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
水
車
の
件
や
松
山
の
件
な
ど
、
田
畠
の
害
・

人
民
の
害
に
な
る
こ
と
も
構
わ
ず
、
そ
の
害
・
憂
い
を
聞
き
及
ん
で
も
聞
き
捨
て
に
し
て
き
た
。
手
代
以
下
の
役
人
が
年
貢
の
こ
と
ば
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か
り
を
重
く
考
え
、
百
姓
の
作
得
を
軽
く
考
え
る
よ
う
で
は
よ
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
田
代
領
民
の
実
情
を
省
み
ら
ず
ひ
た
す
ら
藩
庁
・

藩
へ
の
奉
公
の
み
を
扶
持
人
層
が
考
え
て
い
る
と
問
題
視
す
る
の
で
あ
る
。
領
民
を
省
み
な
い
仕
事
は
真
の
奉
公
に
な
ら
な
い
と
い
う

(70) 

認
識
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
一
七
世
紀
後
半
期
に
な
る
と
地
域
社
会
の
秩
序
が
変
容
し
、
田
代
領
で
は
大
庄
屋
・
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
と
百
姓
層

の
対
立
、
ま
た
領
民
を
視
野
に
入
れ
た
扶
持
人
層
の
行
政
意
識
の
希
薄
化
な
ど
が
見
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
前
者
の
問
題
に
関
す
れ
ば
、

藩
側
は
庄
屋
層
を
二
つ
の
階
層
、
つ
ま
り
「
心
あ
る
者
」
と
「
悪
キ
風
俗
二
習
ヒ
居
候
者
」
で
捉
え
、
後
者
の
申
し
立
て
を
前
者
が
制

止
で
き
ず
に
「
一
同
の
連
名
と
な
る
」
と
見
て
い
た
。
ま
た
百
姓
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
何
事
も
末
々
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
も
ら
え

る
時
節
と
言
い
ふ
ら
し
て
村
中
に
同
意
し
な
い
者
が
あ
っ
て
も
村
中
一
同
の
願
い
と
す
る
と
み
て
お
り
、
村
民
や
村
相
互
の
領
主
に
対

(71) 

す
る
合
意
形
成
の
虚
偽
性
を
認
識
し
て
い
た
。

a
、
帳
薄
の
公
開

村
役
人
と
百
姓
の
対
立
状
況
の
具
体
相
と
し
て
年
貢
関
係
の
諸
帳
簿
作
成
を
め
ぐ
る
百
姓
に
よ
る
村
役
人
へ
の
不
信
の
眼
差
し
に
も

藩
・
代
官
所
側
は
応
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
っ
た
。
先
の
目
付
派
遣
後
の
亨
保
六
年
―
二
月
、
貰
銀
帳
の
改
正
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
年

貢
・
小
物
成
の
ほ
か
に
田
畠
に
掛
か
る
銀
高
（
貰
銀
）
の
一
村
単
位
の
帳
面
が
二
つ
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
―
つ
は
庄
屋
作
成

分
で
大
庄
屋
を
経
由
し
て
代
官
手
代
へ
差
し
出
し
と
さ
れ
る
。
今
ひ
と
つ
は
村
方
作
成
分
で
百
姓
の
内
で
読
み
書
き
が
出
来
る
者
が
そ

の
村
の
出
銀
商
を
帳
面
に
記
し
封
印
、
日
付
へ
差
し
出
す
も
の
と
し
た
。
こ
の
一
―
つ
の
帳
面
が
代
官
と
日
付
か
ら
藩
庁
へ
送
付
さ
れ
増

(73) 

減
が
検
討
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
享
保
八
年
九
月
に
は
年
貢
小
物
成
帳
面
の
庄
屋
よ
り
百
姓
・
小
百
姓
へ
の
公
開
が
指
示
さ
れ
た
。
宝
暦

七
年
七
月
に
は
年
貢
取
り
立
て
を
め
ぐ
り
庄
屋
に
対
す
る
百
姓
の
疑
い
が
顕
在
化
し
、
藩
・
代
官
所
側
は
庄
屋
が
明
白
に
説
明
し
な
い

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

(
2
)
 
村
役
に
関
す
る
改
革
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(76) 

入
札
に
よ
る
大
庄
屋
・
庄
屋
の
選
任
制
度
も
享
保
六
年
六
月
に
開
始
さ
れ
た
。
田
代
領
中
よ
り
目
付
へ
提
出
さ
れ
た
書
付
の
趣
か
ら
、

庄
屋
・
百
姓
に
詮
議
が
か
け
ら
れ
る
と
、
百
姓
側
に
も
詮
議
を
う
け
返
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
数
が
大
分
と
な
っ
て
、
詮
議
の
日

(77) 

数
分
が
百
姓
働
き
方
の
損
と
な
り
、
貧
民
は
ま
す
ま
す
困
窮
が
重
な
る
。
こ
の
た
め
、
領
民
に
よ
る
入
札
制
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
田
代
領
百
姓
の
村
役
人
に
関
す
る
訴
願
提
出
が
入
札
制
導
入
の
直
接
的
背
景
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
対
馬
藩
の
郡
方
役
人
を
長

年
務
め
こ
の
時
期
田
代
領
支
配
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
陶
山
庄
右
衛
門
は
代
官
見
立
て
の
役
人
は
例
え
勤
め
方
が
悪
く
て
も
見

立
て
違
い
と
指
摘
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
役
人
変
更
を
し
に
く
い
が
、
入
札
で
あ
れ
ば
代
官
に
責
任
が
な
い
た
め
差
し
替
え
安
い
と
、
こ

(78) 

の
年
一

0
月
に
対
馬
藩
年
寄
中
へ
意
見
具
申
し
て
い
る
。
た
だ
藩
側
は
あ
く
ま
で
「
百
姓
之
為
二
可
宜
与
存
候
者
を
見
立
テ
入
札
イ
タ

シ
」
と
い
う
原
則
を
主
張
し
、
親
し
い
者
や
贔
贋
の
よ
う
な
「
私
之
筋
」
で
は
な
く
「
公
ケ
之
筋
」
の
立
場
か
ら
の
入
札
を
求
め
て
い

(79)

（

80) 

る
。
し
か
し
実
際
に
は
領
民
が
「
正
道
」
な
「
札
入
」
を
し
な
い
恐
れ
を
懸
念
し
た
り
、
入
札
を
め
ぐ
り
庄
屋
よ
り
賄
賂
を
う
け
た
手

(81) 

代
の
噂
が
で
た
り
な
ど
の
問
題
も
起
こ
っ
た
。

と
く
に
入
札
と
は
い
っ
て
も
先
任
庄
屋
の
倅
・
孫
な
ど
の
血
縁
者
が
選
任
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
享
保
六
年
の
真
木
・
安
楽
寺

村
庄
屋
の
入
札
選
任
に
際
し
て
は
、
高
持
百
姓
が
札
高
の
上
位
者
で
は
な
く
先
庄
屋
の
倅
の
就
任
を
代
官
所
に
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ

に
は
高
持
百
姓
（
本
百
姓
）
と
無
高
百
姓
（
水
呑
百
姓
）
の
対
立
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。
同
六
年
の

瓜
生
野
村
庄
屋
は
、
百
姓
数
二
五
人
で
札
数
二
五
枚
、
徒
目
付
田
井
格
左
衛
門
の
立
ち
会
い
で
入
札
が
行
わ
れ
、
開
封
の
結
果
、
全
員

が
庄
五
郎
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
先
庄
屋
善
四
郎
の
倅
で
あ
る
。
善
四
郎
は
瓜
生
野
村
庄
屋
を
八
・
九
年
勤
務
し
、
勤
務
態
度
も
よ
く
村

b
、
入
札
制
度

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

(74) 

か
ら
疑
念
が
生
じ
る
と
し
、
庄
屋
は
百
姓
共
安
心
を
心
懸
け
ね
ば
な
ら
ず
、
公
正
な
帳
面
作
成
を
指
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
年
一

0
月
に
は
、
元
禄
期
の
定
免
化
に
際
す
る
百
姓
の
疑
心
は
予
測
で
き
た
と
し
、
各
村
役
宅
に
上
納
品
の
書
付
を
百
姓
中
出
会
の
間
に
張

り
出
す
と
決
め
ら
れ
た
。
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中
一
統
が
帰
服
し
て
い
た
結
果
、
倅
庄
五
郎
に
一
統
入
札
と
な
っ
た
よ
う
だ
と
田
代
代
官
二
名
は
藩
庁
へ
報
告
し
て
い
る
。

瓜
生
野
村
の
事
例
か
ら
事
前
に
村
中
で
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
村
庄
屋
を
先
任
の
血
縁
者
と
す
る
こ
と
を
代
官

(84) 

所
に
申
請
す
る
の
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
村
役
の
入
札
選
任
が
享
保
六
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
む
し
ろ
藩
側
の
事
情
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
ま
た
先
任
者
の
血

(85) 

縁
者
就
任
が
多
く
、
近
現
代
の
選
挙
制
度
と
は
異
質
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
点
は
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
し
か
し
こ
れ
は

従
来
の
世
襲
庄
屋
の
性
格
と
も
相
違
す
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
倅
な
ど
の
血
縁
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
年
齢
・
人
柄
相
応
と
し
て
庄

(86)

（

87)

（

88) 

屋
仮
役
を
務
め
、
勤
方
相
応
と
し
て
本
役
に
就
任
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
入
札
・
仮
役
選
任
法
は
大
庄
屋
•
町
役
に
も

適
用
さ
れ
た
。

C
、
庄
屋
給
の
問
題

庄
屋
の
入
札
選
任
は
様
々
な
制
約
が
あ
り
な
が
ら
も
世
襲
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
庄
屋
給
の
あ
り
方
が
問
題
に
な
り
、

庄
屋
役
離
任
に
際
し
て
庄
屋
給
返
還
の
方
針
を
藩
側
は
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
古
来
持
ち
来
り
居
る
庄
屋
給
三

0
石
（
田
畠
屋

敷
）
を
役
料
地
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
難
儀
と
庄
屋
側
は
反
対
し
た
。
本
来
自
分
の
田
畠
を
役
料
地
と
さ
れ
た
の
か
、
上
（
藩
）
か

ら
役
料
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
土
地
な
の
か
区
別
・
吟
味
が
必
要
と
庄
屋
層
は
訴
え
た
の
で
あ
る
。
不
調
法
で
役
を
召
し
放
た
れ
る
者

の
田
畠
・
屋
敷
取
り
上
げ
は
仕
方
な
い
が
、
数
年
勤
務
し
て
極
老
で
交
代
す
る
者
へ
は
自
分
の
田
畠
家
屋
敷
を
渡
す
よ
う
に
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
藩
側
は
「
庄
屋
の
家
々
の
申
し
伝
へ
」
と
「
村
中
の
者
共
の
聞
き
伝
へ
」
ば
か
り
で
確
実
な
「
証
跡
・
証
文
」
が
な
い
場

(89) 

合
は
庄
屋
の
主
張
を
取
り
上
げ
な
い
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に
代
官
所
な
ど
役
所
に
分
明
な
証
拠
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
証
拠
に
基
づ
き

「
実
事
」
と
認
定
す
る
。
も
し
「
手
前
之
証
拠
ば
か
り
」
を
申
し
出
て
役
所
で
そ
の
証
拠
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
例
え
「
実
事
」

で
あ
っ
た
と
し
て
も
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
庄
屋
の
う
ち
で
数
代
銘
々
の
持
ち
分
を
庄
屋
給
と
名
付
け
て
い
て
も
、
分
明
な
証

拠
証
文
が
な
け
れ
ば
「
実
事
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
証
文
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
紙
と
墨
付
と
年
号
と
の
相
応
・
不
相
応
を
勘

-15-
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案
し
、
書
か
れ
た
内
容
が
少
し
も
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
証
文
で
な
け
れ
ば
「
実
之
証
文
」
と
は
認
め
な
い
。
こ
の
よ
う
に
藩
庁
は

代
官
側
に
指
示
し
代
官
側
も
了
解
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
一
部
の
庄
屋
は
証
文
は
な
い
も
の
の
庄
屋
給
三

0
石
が
先
祖
伝
来
あ
る
い
は
買
い
取
っ
た
も
の
と
主
張
し
た
場
合
も
あ
っ

面

）

、

（

91
）

た
力
役
召
放
ち
に
よ
る
没
収
を
除
き
、
実
際
に
は
先
任
庄
屋
の
家
が
引
き
継
ぐ
場
合
も
あ
り
、
実
施
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
庄
屋
の
既
得
権
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
証
拠
主
義
と
い
う
客
観
的
基
準
で
見
直
し
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
庄
屋
な
ど

村
役
の
性
格
が
、
入
札
制
導
入
と
も
相
ま
っ
て
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

百
姓
観
を
め
ぐ
る
役
人
の
立
場

延
享
二
年
九
月
、
田
代
代
官
所
の
地
役
人
で
あ
る
手
代
・
大
庄
屋
・
庄
屋
が
総
辞
職
願
い
を
提
出
す
る
と
い
う
騒
動
が
起
こ
っ
た
。

(92) 

彼
ら
が
前
述
し
た
代
官
所
機
構
を
構
成
す
る
第
二
•
第
三
階
層
の
役
人
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
原
因
は
「
伊
左
衛
門

差
図
之
い
た
し
方
如
何
敷
所
よ
り
之
儀
と
相
聞
候
付
、
手
代
庄
屋
共
一
統
二
御
断
申
出
」
と
し
代
官
浜
田
の
仕
置
に
あ
る
と
手
代
役
は

し
て
い
る
。
直
接
的
原
因
は
重
陽
の
節
旬
に
際
し
庄
屋
た
ち
が
代
官
所
へ
遅
参
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
翌
一

0
日
と
一

一
日
に
代
官
浜
田
が
庄
屋
層
を
召
し
寄
せ
て
申
渡
し
た
と
こ
ろ
、
「
言
葉
荒
」
と
し
て
庄
屋
が
立
腹
し
、
一
五
日
に
庄
屋
中
が
残
ら
ず

書
付
を
差
し
出
し
役
儀
交
代
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
翌
一
六
日
の
晩
方
に
は
万
本
山
に
基
隷
下
郷
・
養
父
郡
の
百
姓
た
ち
が
集
会
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
大
庄
屋
弥
平
太
が
通
り
か
か
り
立
ち
会
っ
た
。
浜
田
を
こ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
弥
平
太
に
書
付
を
提
出
さ
せ
、
こ

れ
に
よ
り
庄
屋
の
「
処
置
」
で
「
百
姓
を
騒
が
せ
た
る
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
代
官
浜
田
と
手
代
や
大
庄
屋
・
庄
屋
な
ど
の
村
役
層
と
の
微
妙
な
関
係
が
う
か
が
え
る
。
浜
田
は
連
年
続
く
百
姓
層
の
上

納
延
引
願
を
押
さ
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
米
大
豆
の
未
収
は
一
万
俵
に
及
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。
作
柄
に
つ
い
て
の
浜
田
の
見
立
て

と
百
姓
た
ち
の
見
立
て
は
麒
顧
す
る
と
浜
田
は
主
張
す
る
。
彼
は
「
当
年
上
村
之
米
出
来
随
分
宜
」
と
み
え
る
が
「
雨
過
」
の
た
め
去
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年
よ
り
「
劣
」
な
の
か
「
中
分
位
」
な
の
か
と
「
素
人
」
な
が
ら
判
断
す
る
が
、
百
姓
た
ち
の
書
付
に
は
「
殊
外
之
不
作
」
と
し
、

「
下
之
存
念
」
（
百
姓
層
の
主
張
）
と
「
私
申
付
」
と
が
食
い
違
う
と
し
た
。
そ
の
原
因
を
浜
田
は
田
代
の
風
俗
が
「
万
事
二
付
計
策
を

専
」
と
し
特
に
近
年
は
「
我
々
下
知
中
相
届
兼
」
ね
る
た
め
と
断
じ
た
。
今
回
も
浜
田
自
身
と
し
て
は
百
姓
た
ち
に
「
非
法
」
を
申
し

付
け
た
と
は
と
て
も
思
わ
な
い
が
、
百
姓
た
ち
は
か
え
っ
て
「
恨
を
含
事
を
企
徒
党
を
以
返
報
」
と
言
い
切
る
。
こ
の
よ
う
な
「
人
情
」

に
つ
い
て
自
分
は
「
愚
育
」
で
理
解
で
き
な
い
と
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
大
庄
屋
・
庄
屋
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
百
姓
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
行
動
が
、
「
上
之
御
為
」
に
な
ら

な
い
の
は
得
心
し
て
い
る
が
、
と
く
に
浜
田
の
下
知
を
考
え
れ
ば
、
百
姓
側
の
軽
い
手
違
い
で
も
重
き
咎
が
与
え
ら
れ
る
た
め
、
内
心

注
意
し
て
い
た
。
近
年
は
水
入
村
（
下
村
）
の
損
毛
が
著
し
く
上
村
に
よ
る
補
填
が
上
村
自
身
の
出
来
劣
り
で
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
上
納
延
期
願
を
出
し
た
が
現
状
で
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
そ
う
も
な
く
、
取
り
立
て
が
続
け
ば
、
百
姓
も
騒
動
に
及
ば
ざ
る

を
得
ず
、
こ
れ
で
は
大
小
庄
屋
の
不
調
法
は
重
く
、
し
た
が
っ
て
役
儀
が
勤
め
が
た
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
「
不
才
我
々
不

及
心
底
諸
事
下
知
難
相
届
御
役
相
勤
得
不
申
体
」
と
、
領
民
に
村
役
人
と
し
て
の
指
示
が
十
分
に
届
か
な
い
、
つ
ま
り
納
得
が
得
ら
れ

な
い
と
し
た
の
で
あ
り
、
同
様
に
手
代
三
人
も
事
態
収
集
に
及
び
が
た
い
と
し
て
辞
職
を
願
い
出
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
代
官
浜
田
が
描
く

百
姓
ハ
諸
作
を
作
り
候
而
上
江
指
上
候
生
業
之
者
二
而
、
納
メ
物
さ
へ
指
上
候
得
者
、
其
御
蔭
二
而
ハ
余
米
と
申
茂
有
之
、
地
面

之
延
茂
有
之
、
作
り
徳
之
物
茂
有
之
、
ヶ
様
之
品
々
二
而
妻
子
迄
養
申
事
二
候
得
者
、
上
之
事
を
大
切
至
極
二
存
、
先
ツ
壱
番
ニ

ハ
平
米
之
献
上
を
仕
、
其
後
段
々
二
刈
取
候
所
茂
上
納
前
を
屹
度
心
当
直
し
置
候
而
、
其
外
を
自
分
之
用
二
不
仕
候
而
不
叶
事
ニ

候
得
共
、
此
心
得
二
取
違
有
之
、
上
を
大
切
二
不
奉
存
候
所
よ
り
、
天
罰
茂
候
哉
、
水
入
村
之
損
毛
毎
年
之
事
二
相
成
、
最
早
下

村
ハ
乞
食
同
前
之
者
有
之
様
子
二
候
、
上
村
辿
も
只
今
之
分
二
而
者
、
以
後
之
世
業
無
覚
束
候

に
示
さ
れ
る
、
領
主
の
恩
に
よ
り
百
姓
が
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
わ
ず
上
納
を
怠
れ
ば
天
罰
が
下
る
と
い
う
、
近
世
領
主
が
有

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭
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田
代
領
は
対
馬
藩
飛
地
で
あ
る
が
平
地
に
乏
し
い
本
島
に
対
し
そ
れ
を
抱
え
る
田
代
領
は
米
年
貢
収
入
の
確
保
と
い
う
点
で
重
要
な

所
領
で
あ
る
。
藩
庁
は
幕
藩
法
令
に
直
接
抵
触
す
る
よ
う
な
問
題
を
除
き
、
基
本
的
に
は
田
代
領
の
行
政
支
配
は
代
官
に
任
せ
る
と
い

(94) 

う
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
享
保
期
の
中
嶋
伝
左
衛
門
、
寛
保
・
延
享
期
の
浜
田
伊
左
衛
門
の
場
合
を
み
た
よ
う
に
、
地
域
社
会
の
変

化
に
と
も
な
い
十
分
な
年
貢
確
保
が
果
た
せ
ず
代
官
行
政
支
配
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。

目
付
派
遣
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
対
馬
藩
庁
は
か
か
る
状
況
に
対
し
て
直
接
的
な
指
示
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
柱
の
一

(95) 

つ
は
倹
約
令
で
あ
っ
た
。
し
か
し
宝
暦
期
以
降
、
倹
約
令
（
宝
暦
二
年
八
月
）
に
加
え
い
く
つ
か
の
試
み
（
改
革
）
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
中
心
は
従
来
進
め
ら
れ
て
き
た
役
人
問
題
と
地
主
・
小
作
日
用
層
問
題
の
二
つ
で
あ
っ
た
。

(
1
)

役
人
改
革
の
進
展

倹
約
令
が
出
さ
れ
た
宝
暦
二
年
の
一
―
月
に
元
養
父
郡
大
庄
屋
で
柚
比
村
に
流
罪
と
な
っ
て
い
た
太
左
衛
門
が
書
付
を
藩
側
に
提
出

し
、
代
官
所
詰
の
扶
持
人
（
地
役
人
と
も
。
い
わ
ゆ
る
代
官
所
の
第
二
階
層
役
人
）
や
大
庄
屋
・
庄
屋
（
第
三
階
層
役
人
）
に
関
す
る

問
題
点
を
指
摘
し
た
。
彼
は
川
成
開
発
（
河
川
化
し
た
土
地
の
耕
地
開
発
）
や
消
失
土
地
の
上
納
米
も
要
求
す
る
用
銀
制
度
（
備
荒
や

救
銀
な
ど
領
民
救
済
を
本
来
の
目
的
と
し
た
制
度
）
は
厳
し
く
、
社
地
仏
地
の
材
木
代
銀
や
芝
居
の
落
銀
、
富
札
の
落
銀
な
ど
様
々
な

一節 社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

(93) 

し
た
い
わ
ば
典
型
的
な
百
姓
観
が
も
は
や
百
姓
層
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
よ
う

代
官
層
に
と
っ
て
も
地
役
人
に
と
っ
て
も
、
年
貢
徴
収
を
基
本
と
し
た
支
配
行
政
に
対
す
る
田
代
領
民
の
意
識
の
変
化
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
動
き
に
伴
う
地
域
社
会
の
変
容
を
見
通
し
た
新
た
な
支
配
政
策
が
準
備
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

改
革
理
念
と
政
策
展
開
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財
源
も
用
銀
確
保
の
た
め
に
視
野
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
本
来
で
あ
れ
ば
扶
持
人
た
ち
か
ら
す
べ

き
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
が
な
い
の
は
、
手
代
役
を
は
じ
め
彼
ら
自
身
に
親
疎
の
隔
た
り
が
多
く
勤
務
に
も
私
欲
が
絡
み
、
御
上
の
こ

と
を
思
わ
な
い
か
お
も
ね
っ
て
い
る
た
め
と
主
張
し
た
。
し
た
が
っ
て
太
左
衛
門
は
自
分
の
主
張
は
田
代
代
官
所
で
は
取
り
上
げ
て
も

(96) 

ら
え
な
い
恐
れ
が
あ
り
国
元
で
の
評
定
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
水
損
村
の
年
貢
を
上
村
が
補
填
す
る
た
め
上
村
の
免
方
は
高
く
な
る
が
、

(97) 

大
庄
屋
の
割
付
や
庄
屋
の
指
示
に
対
し
邪
欲
・
私
欲
を
百
姓
層
は
感
じ
取
っ
て
い
る
、
と
も
発
言
し
た
。
彼
は
扶
持
人
の
役
人
意
識
や

村
役
に
対
す
る
百
姓
層
の
不
信
感
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
姫
方
村
百
姓
惣
五
郎
や
萱
方
村
百
姓
中
の
よ
う
に
毎
年
一
ニ
ヶ
月
ほ
ど
の
藩
主

(98) 

な
い
し
目
付
派
遣
を
要
求
す
る
者
も
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
太
左
衛
門
と
同
じ
問
題
意
識
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
、
宝
暦
七
年
に
手
代
役
お
よ
び
村
役
層
に
前
後
し
て
申
渡
が
あ
っ
た
。
手
代
中
へ
は
九
月
に
書
付
が
あ

り
、
人
民
の
疾
苦
を
問
い
尋
ね
下
情
に
通
じ
る
べ
き
（
一
条
）
、
大
小
庄
屋
の
勤
め
方
を
親
疎
無
く
申
し
出
る
（
二
条
）
、
村
廻
り
を
間

断
な
く
行
う
（
三
条
）
、
心
付
を
差
し
出
す
よ
う
な
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
よ
、
当
役
（
代
官
）
の
気
に
逆
ら
う
よ
う
な
事
で
も
後
難
を

(99) 

厭
わ
ず
申
し
出
よ
（
四
条
）
な
ど
と
指
示
さ
れ
た
。
同
年
七
月
に
は
、
大
庄
屋
・
庄
屋
・
両
町
役
な
ら
び
に
一
村
よ
り
頭
百
姓
一
人
・

平
百
姓
二
人
ず
つ
召
し
寄
せ
ら
れ
法
令
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
村
限
り
に
捨
高
所
載
、
そ
の
際
百
姓
•
平
百
姓
立
ち
会
い
段
取

(100) 

り
極
め
す
る
こ
と
（
一
条
）
‘
-
村
よ
り
勘
弁
高
所
載
差
し
出
し
（
二
条
）
、
郷
貫
銀
と
村
貫
銀
は
毎
月
差
し
出
し
（
三
・
四
条
）
、
年

中
都
合
の
入
目
現
高
書
載
差
し
出
し
（
五
条
）
、
人
馬
賃
銭
請
け
取
り
員
数
書
載
差
し
出
し
（
六
条
）
、
村
々
欠
米
の
訳
付
と
員
数
書
載

差
し
出
し
（
七
条
）
、
諸
取
り
立
て
以
後
帳
面
二
通
差
し
出
し
（
八
条
）
、
年
貢
―
一
月
一
五
日
限
目
録
差
し
出
し
、
諸
上
納
は
―
二
月

(101) 

二
0
日
限
の
上
納
（
九
条
）
、
古
法
の
通
り
村
々
諸
帳
を
毎
年
差
し
出
し

(
-
0条
）
と
通
達
さ
れ
た
。
捨
高
（
年
貢
の
用
捨
高
）
の

(102) 

際
に
百
姓
を
立
ち
会
わ
せ
る
と
と
も
に
、
諸
帳
面
提
出
を
確
認
す
る
と
し
て
い
る
。
元
禄
期
の
定
免
制
以
降
、
原
則
と
し
て
は
年
ご
と

の
定
納
年
貢
の
用
捨
は
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
だ
が
、
実
際
に
は
水
害
・
山
崩
な
ど
の
災
害
が
考
慮
さ
れ
て
用
捨
高
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

た
だ
し
藩
側
に
は
百
姓
層
が
不
当
に
そ
れ
を
要
求
す
る
と
の
認
識
が
あ
り
、
百
姓
層
は
大
庄
屋
・
庄
屋
が
そ
れ
ら
の
認
定
を
め
ぐ
り
不
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正
が
あ
る
と
の
疑
惑
を
も
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。

（

瑯

）

（

叫

）

こ
れ
と
と
も
に
同
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
大
庄
屋
や
庄
屋
の
罷
免
・
交
替
が
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
宮
浦
東
、
城
戸
、
小
倉
の
各

（
血
）

村
庄
屋
へ
出
銀
が
命
じ
ら
れ
、
幡
崎
、
牛
原
、
養
父
、
瓜
生
野
、
真
木
、
今
泉
の
各
村
庄
屋
へ
出
米
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
、

庄
屋
層
と
富
農
層
が
あ
る
程
度
重
な
る
こ
と
、
出
銀
・
出
米
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
理
想
的
な
庄
屋
で
あ
る
と
の
藩
側
の

認
識
の
強
制
的
な
実
践
と
み
ら
れ
、
そ
れ
が
で
き
ず
む
し
ろ
村
方
と
一
味
し
て
藩
側
の
意
向
に
反
す
る
庄
屋
が
罷
免
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
際
、
持
ち
高
も
没
収
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
富
者
と
し
て
の
救
済
精
神
欠
如
と
さ
れ
る
罷
免
で
あ
ろ
う
。
藩
側
は
富
民
が
凶
年

(106) 

時
に
下
層
民
の
た
め
に
働
く
べ
き
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
富
民
は
い
な
く
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
富
民
と
し
て
窮
民
救

済
の
社
会
的
役
割
を
果
た
し
得
な
い
庄
屋
層
に
、
先
に
述
べ
た
捨
高
の
問
題
な
ど
を
含
め
た
百
姓
と
の
確
執
が
あ
る
村
役
層
も
加
え
、

罷
免
・
交
替
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
同
年
九
月
に
は
庄
屋
給
改
定
も
指
示
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
先
述
の
よ
う
に
以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
庄
屋
給

の
内
々
の
預
け
置
き
は
庄
屋
給
地
が
そ
も
そ
も
永
代
に
下
さ
れ
た
土
地
で
は
な
い
の
で
禁
止
と
さ
れ
、
ま
た
庄
屋
給
を
二
〇
俵
、
庄
屋

(107) 

給
地
は
百
姓
地
同
格
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

(
2
)

地
主
制
と
給
銀

こ
の
時
期
、
田
代
領
内
で
の
農
業
は
地
主
経
営
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
。
災
害
（
天
災
）
な
ど
を
契
機
に
困
窮
化
が
進
行
し
、
質

地
に
よ
る
事
実
上
の
田
畠
永
代
売
り
渡
し
で
奉
公
人
・
下
作
人
が
析
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
生
産
基
盤
の
維
持
向
上
な
い
し
年
貢
確

保
と
い
う
点
か
ら
藩
側
は
そ
の
弊
害
へ
の
対
応
に
も
迫
ら
れ
た
。

宝
暦
六
年
、
藩
側
は
田
畠
作
毛
（
収
穫
量
）
が
以
前
と
比
べ
劣
る
の
は
天
災
ば
か
り
で
は
な
く
、
田
畠
を
持
つ
百
姓
町
人
が
漸
次
自

作
を
止
め
田
畠
を
下
作
に
任
せ
る
か
ら
と
し
た
。
下
作
人
は
牛
馬
の
所
持
が
ま
ま
な
ら
ず
食
用
も
乏
し
い
と
こ
ろ
か
ら
耕
作
手
入
が
行
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き
届
か
ず
、
そ
の
結
果
、
収
穫
量
が
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
来
年
か
ら
田
畠
所
持
の
者
は
基
本
的
に
自
作
と
し
、
余
計
の
田
畠
を
持

つ
者
で
自
作
で
き
な
い
部
分
や
遠
方
の
村
で
自
作
困
難
な
田
畠
以
外
に
自
作
を
促
す
と
し
、
わ
ず
か
の
下
作
地
で
困
窮
す
る
者
は
大
庄

(108) 

屋
へ
申
し
出
る
こ
と
と
し
た
。

そ
も
そ
も
藩
側
は
奉
公
人
・
下
作
人
に
対
し
て
、
「
平
日
之
身
持
業
作
不
宜
」
あ
る
い
は
「
勝
手
つ
く
二
宜
候
而
請
作
仕
」
、
つ
ま
り

日
頃
の
怠
業
が
原
因
で
田
畠
を
手
放
し
た
者
、
自
ら
の
勝
手
な
都
合
で
請
作
を
行
う
者
、
の
ニ
タ
イ
プ
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
天
災
な

ど
に
対
す
る
救
済
が
な
い
た
め
に
借
銀
借
米
し
必
然
的
に
田
畠
を
手
放
す
、
と
い
う
こ
と
は
意
識
さ
れ
ず
、
下
作
者
自
身
に
原
因
が
あ

(109)

（

110) 

る
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
作
は
少
な
く
下
作
化
す
る
こ
と
で
、
地
主
の
損
失
が
多
い
と
の
見
方
に
な
る
。

今
ひ
と
つ
問
題
は
奉
公
人
・
下
作
人
の
給
銀
高
騰
が
あ
っ
た
。
「
御
領
中
一
季
奉
公
人
之
下
男
下
女
、
近
年
風
儀
悪
敷
罷
成
、
隣
国

(111) 

之
奉
公
人
二
違
、
働
方
不
精
有
之
、
殊
二
過
分
之
給
銀
を
取
候
」
と
、
そ
の
道
徳
性
・
勤
勉
性
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
た
め
高

い
給
銀
を
要
求
す
る
と
の
評
価
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
し
ば
し
ば
下
作
人
の
み
な
ら
ず
奉
公
人
の
賃
銀
・
給
銀
高
が
公
定
さ
れ
た
。
天

(112) 

明
八
年
の
一
季
奉
公
人
規
定
で
は
「
上
ノ
下
男
」
が
二

0
0匁
、
「
旦
雇
賃
」
が
六

0
匁
と
一

0
0文
手
飯
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
藩
・
代
官
所
側
が
給
銀
を
定
め
て
も
そ
の
運
用
は
困
難
で
あ
っ
た
。
寛
政
三
年
に
次
ぎ
の
よ
う
な
達
が
で
た
。
す
な
わ
ち
天

明
八
年
に
給
銀
高
を
設
定
し
た
が
、
表
向
き
は
守
る
よ
う
に
み
せ
て
内
実
は
相
違
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
奉
公
人
五
人
抱
の
者
で
あ
っ

て
も
高
騰
か
ら
三
人
に
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
町
一
村
に
相
応
の
者
を
選
び
奉
公
肝
煎
を

決
め
各
町
村
ご
と
の
名
簿
を
作
成
し
て
、
奉
公
人
給
銀
設
定
に
際
し
相
互
に
奉
公
人
の
勤
務
ぶ
り
に
関
す
る
情
報
を
や
り
と
り
し
な
が

ら
関
与
す
る
。
ま
た
在
町
と
も
に
奉
公
人
に
関
わ
る
役
を
頭
役
と
定
め
る
。
村
町
と
も
に
年
ご
と
に
奉
公
人
お
よ
び
召
し
抱
え
人
の
名

前
と
人
数
を
吟
味
し
て
、
町
村
単
位
に
頭
役
が
書
付
を
肝
煎
に
渡
す
。
奉
公
人
の
家
出
の
場
合
は
召
し
抱
え
人
よ
り
肝
煎
に
報
告
し
頭

役
が
召
し
抱
え
人
と
奉
公
人
に
つ
い
て
確
認
し
、
家
出
し
た
奉
公
人
の
居
つ
き
先
の
頭
役
・
肝
煎
と
連
絡
を
取
り
、
加
勢
な
ど
の
場
合

も
あ
る
た
め
吟
味
す
る
。
肝
煎
人
に
は
世
話
賃
が
召
し
抱
え
人
か
ら
五
匁
、
奉
公
人
か
ら
三
匁
、
二
季
に
渡
さ
れ
る
。
日
雇
賃
金
も
天

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭
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（血）

対
馬
か
ら
派
遣
さ
れ
る
代
官
は
数
年
で
交
替
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
費
の
軽
重
」
、
い
わ
ば
領
内
行
政
•
財
政
運
営
の
正
否
は
手
代

(116) 

と
庄
屋
役
の
責
任
と
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
改
革
の
実
現
に
は
代
官
の
責
務
は
重
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
田
代
領
民

の
代
官
の
指
示
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
領
民
困
窮
の
た
め
伊
勢
参
宮
の
禁
止
の
指
示
に
際
し
、
天
和
の

頃
ま
で
は
令
す
れ
ば
領
民
は
従
っ
て
い
た
が
、
当
節
（
寛
政
三
年
）
は
「
我
々
不
徳
之
身
分
」
（
代
官
は
小
川
左
軍
）
を
も
っ
て
文
面

(117) 

の
み
に
て
千
百
度
申
し
諭
し
て
も
聞
き
入
れ
な
い
、
こ
の
た
め
指
図
が
行
き
届
く
よ
う
「
愛
憐
之
情
」
が
つ
く
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
い

わ
ば
情
に
訴
え
る
道
徳
性
が
重
要
と
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

す
で
に
正
代
官
浅
井
求
馬
介
は
天
明
三
年
七
月
に
代
官
像
を
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
人
民
」
（
領
民
）
の
あ
り
方
を
規
定
す
る

の
は
代
官
の
姿
勢
・
道
徳
性
で
あ
り
、
代
官
に
邪
曲
が
あ
れ
ば
人
民
に
惑
が
生
じ
、
御
法
・
上
を
侮
り
、
指
示
に
し
た
が
わ
な
い
よ
う

(118) 

に
な
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
―
一
ヶ
条
の
代
官
の
姿
勢
を
は
か
る
基
準
を
示
し
、
代
官
は
「
上
の
為
」
と
同
時
に
「
人
民
の
為
」
で
な

(119) 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

そ
し
て
こ
の
年
九
月
に
嘉
嶋
兵
介
よ
り
高
恩
を
う
け
た
―
一
人
の
大
小
庄
屋
の
う
ち
、
困
窮
せ
ず
に
健
在
な
五
人
の
子
孫
の
庄
屋
が

四
節 社

会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

明
八
年
に
定
め
た
が
こ
れ
に
つ
い
て
も
肝
煎
が
雇
先
を
吟
味
す
る
。
奉
公
人
・
日
雇
と
も
に
増
銀
が
あ
れ
ば
頭
役
に
報
告
す
る
。
も
し

(m) 

増
銀
が
あ
っ
て
も
隠
密
に
し
た
場
合
は
召
し
抱
え
人
だ
け
で
は
な
く
肝
煎
も
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

給
銀
規
定
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
地
域
共
同
体
を
活
用
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
奉
公
人
（
労
働
者
）
の
道
徳
性
・

勤
勉
性
を
問
題
と
す
る
藩
・
代
官
所
側
の
思
惑
と
は
裏
腹
に
、
い
わ
ば
給
銀
・
賃
銀
労
働
が
田
代
領
社
会
に
も
深
く
根
ざ
し
て
お
り
、

(m) 

そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
藩
の
立
場
が
理
解
さ
れ
る
。

道
徳
性
の
教
諭
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社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

（

珈

）

（

121）

在
町
の
頭
立
者
（
有
力
者
）
に
呼
び
か
け
て
石
碑
建
立
を
申
請
し
た
。
そ
れ
は
「
在
勤
勲
功
功
徳
之
次
第
永
世
二
相
伝
度
」
と
い
う
も

(m) 

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
代
官
の
責
務
が
道
徳
性
を
伴
っ
て
認
識
さ
れ
、
嘉
嶋
兵
介
の
治
績
顕
彰
は
村
役
な
ど
の
中
間
層
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た

(123) 

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
い
わ
ば
人
徳
が
あ
り
治
績
を
あ
げ
た
代
官
像
が
嘉
嶋
兵
介
に
仮
託
さ
れ
な
が
ら
意
識
化
さ
れ
て
い
た
。

代
官
小
川
の
「
愛
憐
之
情
」
の
述
懐
は
こ
の
よ
う
な
動
向
と
無
縁
で
は
な
く
、
領
主
側
か
ら
見
れ
ば
「
人
民
」
（
領
民
）
の
捉
え
き

れ
な
い
動
き
が
、
却
っ
て
道
徳
性
を
意
識
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
領
主
側
に
と
っ
て
の
百
姓
像
も
模
索
さ
れ
た
。
宝
暦
―
一
年
正
月
、
副
代
官
小
田
儀
左
衛
門
の
口
達
は
そ
の
一
端
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
百
姓
は
領
主
よ
り
土
地
を
分
け
与
え
ら
れ
て
お
り
、
年
貢
を
納
め
さ
え
す
れ
ば
、
作
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
は
領
主
の
高
恩
で
あ
る
。
邪
欲
私
欲
を
な
す
の
は
一
時
的
に
利
益
が
み
え
る
が
、
正
道
の
仕
方
で
は
な
く
い
ず
れ
冥
利
を
（芭

失
う
。
そ
れ
は
水
を
流
す
樋
木
が
い
ず
れ
は
腐
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
農
業
の
み
に
心
を
寄
せ
る
の
が
百
姓
の
生
得
の
仕
業
と
し
た
。

さ
ら
に
天
明
期
の
倹
約
政
策
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た
倹
徳
仕
法
の
な
か
で
は
、
「
百
姓
共
之
心
得
方
」
は
「
正
直
を
第
―
二
し
て

親
に
孝
行
い
た
し
兄
弟
二
睦
敷
、
耕
作
精
二
入
正
路
二
相
勤
、
御
法
度
之
筋
を
守
り
、
村
中
不
和
二
無
之
、
万
事
人
之
為
深
切
を
尽
、

我
儘
な
る
義
無
之
様
可
心
得
事
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
「
近
年
之
百
姓
之
風
儀
」
は
「
悪
敷
相
成
或
ハ
商
人
風
之
見
真
似
を
い
た
し
、

又
者
諸
事
大
酒
を
好
候
者
茂
間
々
有
之
哉
二
相
聞
」
、
そ
し
て
「
不
埒
之
身
持
よ
り
終
ニ
ハ
持
抱
之
田
畠
茂
売
払
、
百
姓
之
株
を
潰
し

候
様
成
行
、
村
方
の
妨
ハ
不
申
及
、
つ
づ
ま
る
所
上
江
茂
奉
掛
御
厄
介
候
儀
茂
間
々
有
之
」
と
近
世
中
期
以
降
に
み
ら
れ
た
地
域
社

会
の
変
容
が
領
主
側
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
「
百
姓
之
本
を
忘
身
分
を
不
弁
所
よ
り
之
儀
二
而
、
其
根
元
ハ
村
方
一
統

之
風
儀
正
し
か
ら
さ
る
所
よ
り
右
鉢
之
人
柄
茂
出
来
候
事
」
と
村
方
風
儀
の
悪
化
が
人
間
性
・
道
徳
性
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と

(125) 

し
、
し
た
が
っ
て
「
銘
々
之
身
持
屹
度
相
慎
家
内
之
示
方
可
心
掛
」
と
断
じ
た
。
本
来
、
百
姓
と
し
て
な
す
べ
き
事
を
な
さ
な
い
、
つ

ま
り
道
徳
性
に
欠
け
る
の
で
、
身
持
ち
を
崩
し
、
百
姓
株
も
潰
す
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
こ
の
個
人
の
問
題
は
村
方
・
共
同
体
に
と
っ
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杜
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

て
の
支
障
と
な
り
、
さ
ら
に
上
（
藩
・
代
官
所
）

ヘ
厄
介
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
認
識
は
田
代
・
瓜
生
野

の
町
役
や
組
の
問
題
と
し
て
も
「
町
役
者
其
町
中
を
引
請
組
頭
ハ
一
組
を
引
受
、
諸
事
町
役
之
差
図
を
請
候
而
組
中
を
相
示
候
主
意
二

候
得
共
、
組
頭
者
其
組
合
を
我
家
内
之
様
二
相
心
得
、
万
端
深
切
二
無
之
候
而
者
、
町
役
之
差
固
も
不
相
届
町
役
之
差
図
届
兼
候
而
者
、

其
上
二
立
候
役
々
之
下
知
も
不
行
届
候
様
成
行
、
押
詰
上
之
御
威
光
薄
く
相
成
、
御
政
治
之
筋
不
行
届
道
理
二
候
故
、
此
所
深
相
考
、

(llG) 

組
合
之
者
も
又
組
頭
之
下
知
を
相
背
間
布
候
事
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
在
町
役
人
の
重
要
性
が
改
め
て
強
調
さ
れ
、
上
の
御
威
光
ー
上
の

役
々
ー
村
町
役
ー
組
頭
ー
組
1

個
人
と
い
う
社
会
秩
序
観
の
な
か
で
、
共
同
体
と
個
人
の
道
徳
性
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
道
徳
は
個
人
の
資
質
を
高
め
る
と
い
う
よ
り
は
共
同
体
（
村
・
町
）
や
上
（
領
主
）
支
配
の
秩
序
を
守
る
た
め
に
重
要

な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
天
明
三
年
、
基
隷
上
郷
永
吉
村
の
百
姓
貞
平
が
、
孝
心
が
あ
り
公
役
方
・
耕
作
方
も
十
分
に
勤
め
た
と

し
て
褒
賞
さ
れ
た
。
と
く
に
孝
心
が
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋
友
と
い
う
人
間
関
係
の
基
本
と
さ
れ
、
百
姓
貞
平
の
孝
行
に
つ
い
て
田
代

領
中
へ
あ
ま
ね
く
周
知
さ
せ
た
く
、
行
跡
の
書
付
を
在
町
の
役
人
た
ち
が
写
し
取
り
、
受
け
持
ち
の
領
民
に
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
達
せ

(127) 

ら
れ
て
い
る
。
親
子
・
家
族
関
係
を
構
成
す
る
孝
と
い
う
徳
目
が
個
々
人
に
備
わ
る
こ
と
が
、
政
治
・
社
会
秩
序
の
根
幹
を
支
え
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
百
姓
を
得
る
た
め
に
は
人
材
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
天
明
八
年
八
月
、
藩
・
代
官
所
は
「
下
民
之
治
否
得
失
」
（
領
民
支
配

の
正
否
）
は
役
筋
（
役
人
）
の
オ
器
に
よ
る
と
し
た
。
法
の
支
配
と
と
も
に
教
諭
・
教
化
が
重
要
で
あ
り
、
在
町
役
人
は
領
民
に
対
し

こ
れ
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
代
官
所
に
教
育
の
場
を
設
け
、
在
町
役
人
や
そ
の
子
供
、
そ
れ
以
外
の
人
々
に
も
出
席
を
求

(128) 

め
る
と
し
た
。
一
町
一
村
を
引
き
請
け
る
在
町
の
役
人
は
そ
の
治
方
に
心
を
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
〈
教
諭
〉

す
る
人
材
育
成
の
た
め
の
〈
教
育
〉
で
あ
る
。
代
官
所
詰
の
扶
持
人
や
庄
屋
・
両
町
役
中
な
ど
が
そ
の
子
弟
も
含
め
、
読
書
算
勘
な
ど

の
資
質
・
教
育
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
時
期
と
く
に
留
意
さ
れ
て
い
た
。
村
行
政
の
要
で
あ
る
庄
屋
に
つ
い
て
は
若
い
者
が
多
く

(129) 

読
書
・
算
数
な
ど
巧
者
に
指
南
を
う
け
る
べ
き
と
い
わ
れ
て
お
り
、
玄
関
番
も
手
習
読
書
の
素
養
が
な
け
れ
ば
警
衛
の
役
の
主
意
も
果
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た
せ
な
い
の
で
、
勤
務
時
間
外
は
玄
関
の
場
に
詰
め
て
手
習
い
読
書
勝
手
次
第
と
す
る
。
ま
た
旅
人
な
ど
の
目
も
あ
る
の
で
不
作
法
の

(llO) 

行
い
は
慎
む
べ
き
と
さ
れ
た
。

代
官
所
に
設
け
ら
れ
た
教
育
施
設
は
寛
政
期
に
は
独
立
機
関
と
な
っ
た
。
寛
政
―
二
年
「
御
領
中
之
儀
延
宝
天
和
之
比
者
学
文
鉢
之

義
甚
疎
ク
当
用
之
筋
茂
不
分
之
鉢
二
候
を
、
其
比
在
勤
之
面
々
厚
教
導
も
有
之
、
其
以
来
最
前
二
較
候
而
者
格
別
相
開
ケ
候
由
」
と
漸

次
教
育
が
根
付
い
て
き
た
と
の
立
場
か
ら
、
さ
ら
に
こ
れ
を
十
全
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
代
官
所
向
か
い
の
空
き
屋
敷
に
あ
る
入
三
間
、

桁
間
三
間
の
建
家
を
改
築
し
こ
れ
を
学
文
稽
古
所
と
す
る
。
こ
の
年
―
一
月
に
師
範
役
頭
取
を
緒
方
又
右
衛
門
（
「
基
養
政
鑑
」
を
編

纂
し
た
人
物
）
、
玄
関
番
岩
谷
杢
之
介
も
日
々
出
張
と
さ
れ
た
。
門
弟
は
第
一
に
扶
持
人
、
そ
の
子
供
、
寺
社
や
医
者
の
子
供
、
庄
屋

町
役
の
子
供
な
ど
と
さ
れ
、
都
合
数
十
人
の
名
簿
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
農
工
商
の
う
ち
家
業
に
差
し
支
え
な
い
者
に
も
入
門
が

(131) 

申
し
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
教
育
施
設
が
の
ち
の
対
馬
藩
田
代
領
藩
校
・
東
明
館
で
あ
る
。

対
馬
藩
田
代
領
を
素
材
に
、
近
世
中
後
期
の
社
会
変
容
と
そ
れ
に
と
も
な
う
改
革
政
策
に
関
し
、
行
政
機
構
を
構
成
す
る
諸
役
人
層

相
互
や
領
民
・
地
域
民
の
対
抗
関
係
の
な
か
で
と
ら
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
広
範
囲
な
事
象
の
総
合
的
な
把
握
を
目
指
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
い
さ
さ
か
微
細
に
陥
い
り
、
ま
た
取
り
上
げ
る
べ
き
論
点
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
当
た
り
次
の
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

第
一
に
天
災
な
ど
を
―
つ
の
主
要
な
契
機
に
進
行
し
た
階
層
分
化
の
結
果
、
欠
落
者
や
日
用
層
・
下
作
人
を
生
み
出
し
た
が
、
藩
・

代
官
所
側
は
こ
れ
を
不
可
避
的
な
存
在
と
認
知
し
つ
つ
も
、
例
え
ば
欠
落
者
は
父
母
肉
親
を
捨
て
る
「
重
罪
」
者
、
日
用
層
の
不
当
な

給
銀
つ
り
上
げ
、
下
作
人
は
怠
業
や
身
勝
手
に
よ
る
田
畠
手
放
し
、
の
ご
と
く
道
徳
性
の
低
下
な
い
し
欠
如
の
問
題
と
し
て
捉
え
よ
う

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

お
わ
り
に
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と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

第
二
に
代
官
所
役
人
の
様
々
な
権
益
主
張
な
い
し
利
害
対
立
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
代
官
所
役
人
（
代
官
な
ど
の
第

一
階
層
、
下
代
な
ど
代
官
所
詰
の
第
二
階
層
、
大
庄
屋
・
庄
屋
な
ど
の
第
三
階
層
）
は
代
官
所
と
い
う
支
配
行
政
機
構
を
一
体
的
・
有

（
四
）

機
的
に
構
成
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
第
一
階
層
は
短
期
赴
任
、
第
二
階
層
は
「
下
」
（
領
民
）
で
は
な
く
「
上
」
（
藩
主
）

へ
の
奉
公
優
先
、
第
三
階
層
は
私
益
（
世
襲
・
庄
屋
給
）
追
求
、
な
ど
相
互
牽
制
の
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
、
藩
側
が
目
付
を
派
遣
し
監

察
の
対
象
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

第
三
に
、
し
た
が
っ
て
藩
側
（
代
官
）
は
い
わ
ば
各
身
分
の
社
会
的
道
徳
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
、
そ
れ
は
し
だ
い
に
個
人
の
道
徳

や
責
務
が
政
治
社
会
秩
序
を
重
層
的
に
支
え
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
説
諭
論
の
形
成
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
秩
序
・
風
俗

の
問
題
が
す
ぐ
れ
て
個
人
道
徳
の
あ
り
方
に
還
元
さ
れ
、
あ
る
べ
き
と
さ
れ
る
価
値
観
を
強
要
さ
れ
る
仕
組
み
と
で
も
い
え
よ
う
。
そ

れ
は
役
人
に
も
領
民
に
も
求
め
ら
れ
た
が
、
と
く
に
「
孝
」
が
重
視
さ
れ
た
。
か
か
る
道
徳
観
を
儒
学
的
教
諭
の
典
型
と
み
る
こ
と
は

可
能
だ
ろ
う
。
し
か
し
単
な
る
観
念
的
社
会
秩
序
観
に
と
ど
ま
ら
ず
、
役
人
（
例
え
ば
代
官
や
扶
持
人
・
村
役
な
ど
）
や
領
民
（
例
え

ば
本
百
姓
や
下
作
奉
公
人
）
の
諸
階
層
の
対
抗
関
係
の
展
開
を
通
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
、
そ
の
意
味
で
実
体
的
な
道
徳
観
と
で
も
呼

(133) 

べ
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
〈
教
諭
〉
の
理
論
的
な
〈
教
育
〉
の
場
が
藩
校
（
東
明
館
）
の
創
設
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う

近
世
と
い
う
身
分
制
社
会
に
お
い
て
士
分
や
百
姓
•
町
人
な
ど
各
身
分
に
お
い
て
担
う
べ
き
社
会
的
役
割
が
道
徳
性
を
帯
び
諭
さ
れ
る
、

（
凶
）

こ
れ
が
近
世
の
教
諭
・
教
説
の
本
質
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
か
か
る
動
き
の
な
か
で
教
諭
に
お
け
る
「
孝
」
観
念
に
上
塗
り
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
そ
の
限
界
を
補
う
か
の
よ
う
に
、

(135)

（

136) 

国
学
的
価
値
観
や
心
学
的
価
値
観
が
教
諭
の
内
実
に
付
与
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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4
)
 

(
5
)
 

(
3
)
 

2
)
 

1
)
 
例
え
ば
小
笠
原
小
倉
藩
領
に
つ
い
て
拙
稿
「
近
世
大
名
の
農
政
展
開
と
社
会
差
別
ー
小
笠
原
小
倉
藩
を
素
材
に
ー
」
『
比
較
社
会
文

化
』
一
三
、
二

0
0七
年
）
で
は
地
域
変
容
に
と
も
な
う
社
会
差
別
政
策
の
展
開
に
注
目
し
て
検
討
し
た
。

か
か
る
問
題
関
心
に
つ
な
が
る
対
馬
藩
田
代
領
の
先
行
研
究
に
は
、
長
野
退
氏
の
一
連
の
研
究
（
「
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
庄
屋
の
存

在
形
態
」
〔
『
佐
賀
大
学
経
済
論
集
』
一
六
ー
四
、
一
九
八
四
年
〕
、
「
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
農
民
的
顕
影
の
一
考
察
」
〔
大
阪
経
済
大
学

日
本
経
済
史
研
究
所
編
『
経
済
史
経
営
史
論
集
j

、
一
九
八
四
年
〕
、
「
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
定
免
制
の
確
立
過
程
」
〔
「
歴
史
学
研
究
j

四
―
二
、
一
九
七
四
年
〕
、
「
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蝋
会
所
と
日
田
商
人
」
〔
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
六
、
一
九

七
一
年
〕
な
ど
）
や
『
鳥
栖
市
史
」
（
鳥
栖
市
、
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
関
連
す
る
朝
鮮
貿
易
や
対
馬
藩
財
政
な
ど
の
動

向
に
つ
い
て
は
、
長
野
逼
・
鄭
成
一
「
一
八
世
紀
末
対
馬
藩
財
政
に
お
け
る
朝
鮮
貿
易
の
地
位
」
（
「
佐
賀
大
学
経
済
論
集
」
ニ
ニ
ー
六
、

一
九
九

0
年
）
、
鶴
田
啓
「
一
八
世
紀
後
半
の
幕
府
・
対
馬
藩
関
係
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
」
、
一
九
八
六
年
）
、
長
野
退
「
天
明
・

寛
政
期
に
お
け
る
対
馬
藩
の
藩
政
改
革
の
一
考
察
」
（
「
佐
賀
大
学
経
済
論
集
」
五
—
-
、
一
九
七
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
は
長
野
氏

の
仕
事
に
多
く
を
学
ん
だ
が
、
地
域
社
会
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
行
政
支
配
や
そ
れ
を
担
う
役
人
層
や
領
民
と
の
関
係
な
ど
を
少
し
長

い
時
間
軸
の
中
で
考
察
し
、
近
世
の
行
政
支
配
と
地
域
社
会
の
有
り
様
を
総
合
的
に
捉
え
る
の
が
本
稿
の
立
場
で
あ
る
。

拙
稿
「
支
配
の
形
態
と
民
意
の
行
方
」
（
近
世
史
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
ニ

0
0三
実
行
委
員
会
編
「
近
世
史
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
ニ

0
0

三
の
記
録
」
同
会
、
二

0
0
1
―一年）。

拙
稿
「
対
馬
藩
田
代
領
の
扶
持
人
と
村
役
•
町
役
」
（
『
地
方
史
研
究
」
三
二
九
、
二00
七
年
）
。

久
留
島
浩
編
『
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
縁
5

支
配
を
さ
さ
え
る
人
々
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
0年
）
は
そ
の
牽
引
役
で
あ
ろ

う
。
こ
の
ほ
か
村
役
層
の
性
格
や
行
政
支
配
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
前
掲
「
対
馬
藩
田
代
領
の
扶
持
人
と
村
役
•
町
役
」
の
ほ

か
、
小
山
良
昌
「
徳
山
藩
の
地
方
支
配
一
端

I

正
月
一
五
日
庄
屋
・
町
年
寄
へ
の
節
飯
儀
式
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
五
、

一
九
九
八
年
）
、
岩
橋
清
美
「
近
世
村
落
に
お
け
る
村
落
の
変
容
と
家
意
識
」
（
『
法
政
史
論
」
一
九
、
一
九
九
二
年
）
、
並
木
克
央
「
庄
屋

役
の
権
威
に
つ
い
て
」
（
『
駒
沢
大
学
史
学
論
集
』
一
八
、
一
九
八
八
年
）
、
山
崎
一
郎
「
〔
史
料
紹
介
〕
長
州
藩
に
お
け
る
庄
屋
の
年
中
行

事
書
」
（
「
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
」
二

0
、
一
九
九
三
年
）
、
秀
村
選
三
「
筑
前
秋
月
藩
に
お
け
る
庄
屋
の
執
務
に
関
す
る
一
史
料
」

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

註
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(14) 

(15) 

(16) 

(12) 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 

(
6
)
 

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

（
「
比
較
文
化
年
報
』
六
、
一
九
九
七
年
）
、
三
好
昌
文
「
宇
和
島
藩
に
お
け
る
庄
屋
役
の
出
自
と
系
譜
」
（
『
松
山
大
学
論
集
』
五
ー
ニ
、

一
九
九
三
年
）
な
ど
参
照
。

又
野
誠
「
近
世
後
期
長
州
藩
の
代
官
支
配
と
庄
屋
層
の
動
向
」
（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
七
六
、
一
九
九
五
年
）
は
大
庄
屋
ー
庄
屋
中
の

ラ
イ
ン
が
代
官
支
配
に
組
み
込
ま
れ
る
側
面
と
庄
屋
連
動
的
な
方
向
性
を
内
包
し
て
い
た
側
面
、
と
い
う
二
方
向
を
指
摘
す
る
。
本
稿
は

か
か
る
二
方
向
の
存
在
を
想
定
し
つ
つ
も
、
前
者
の
問
題
を
教
諭
論
と
の
か
ら
み
で
注
目
し
た
い
。
な
お
近
世
の
教
諭
支
配
に
関
し
て
は

深
谷
克
己
「
近
世
に
お
け
る
教
諭
支
配
」
（
岡
山
藩
研
究
会
絹
『
藩
世
界
の
意
識
と
関
係
』
岩
田
書
院
、
二

0
0
0年
）
が
法
度
支
配
の

延
長
な
い
し
そ
の
限
界
を
補
う
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
賛
意
を
覚
え
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
例
え
ば
伊
東
多
三
郎
氏
が
指
摘
（
同
「
国
学

と
教
化
精
神
」
『
日
本
精
神
文
化
」
一
九
三
四
年
、
『
近
世
史
の
研
究
』
第
二
冊
）
す
る
よ
う
に
百
姓
な
ど
各
身
分
の
社
会
的
存
在
意
義
が

道
徳
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
方
向
性
に
当
面
注
目
し
て
お
き
た
い
。

「
日
記
抜
書
」
（
「
鳥
栖
市
史
資
料
編
』
第
一
集
、
一
九
六
九
年
）
七
三
頁
。

「
日
記
抜
書
」
七
四
頁
、
享
保
一
八
年
三
月
朔
日
条
。

三
郷
と
は
基
赫
郡
上
郷
・
下
郷
お
よ
び
田
代
領
域
に
当
た
る
養
父
半
郡
を
指
す
。

以
上
「
考
鑑
享
保
十
四
酉
年
よ
り
同
二
十
卯
年
」
（
仮
題
。
津
田
家
文
書
所
収
。
鳥
栖
市
誌
編
纂
室
蔵
）
。

「
去
子
年
（
享
保
一
七
年
）
虫
腐
之
節
茂
油
を
ふ
り
候
田
ハ
毛
上
残
候
由
聞
及
」
（
「
代
官
所
日
記
考
鑑
元
文
二
、
三
、
四
、
五
年
」
〔
津

田
家
文
書
〕
元
文
元
年
六
月
ニ
―
日
、
「
日
記
抜
書
」
八
三
頁
、
元
文
六
月
二
二
日
各
条
）
。

以
上
「
巡
見
之
御
方
よ
り
庄
屋
並
百
姓
を
呼
出
尋
問
有
之
候
時
一
通
夫
々
相
答
候
上
可
申
入
趣
」
（
仮
題
、
門
司
家
文
書
所
収
。
鳥
栖
市

誌
編
纂
室
寄
託
）
。

「
日
記
抜
書
」
一
六
一

1
三
頁
、
宝
暦
―
二
年
七
月
三
日
条
。

中
山
学
「
享
保
飢
饉
の
疾
病
対
策
」
（
「
法
政
史
学
』
六

0
、
二

0
0三
年
）
参
照
。

「
基
排
養
父
実
記
」
（
『
鳥
栖
市
史
資
料
編
」
第
二
集
、
一
九
六
九
年
）
七
五
1
七
七
頁
。

「
寛
永
十
二
乙
亥
年
よ
り
寛
延
四
辛
未
年
ま
で
勝
本
・
博
多
•
田
代
大
書
抜
」
（
宗
家
文
庫
所
収
。
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
。
以
下

本
稿
で
利
用
す
る
史
料
で
出
典
を
明
記
し
な
い
も
の
は
同
文
庫
所
収
で
あ
る
）
。

「
宝
暦
十
年
御
巡
見
上
使
御
問
被
成
候
御
答
可
申
上
次
第
覚
書
」
。
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(28) 

(29) 

(24) 

(25) 

(26) 

(27) 

(23) 
22 - (21) 

(19) 

(20) 
18 

｀ 天
明
五
年
六
月
朔
日
、
三
郷
の
村
々
氏
神
で
雨
乞
い
祈
祷
が
さ
れ
、
瓜
生
野
町
祇
園
社
で
も
三
郷
よ
り
雨
請
舞
相
撲
が
三
日
に
興
行
さ
れ

た
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
天
明
三
、
四
、
五
年
」
津
田
家
文
書
）
。

明
和
二
年
七
月
八
日
、
蛭
に
つ
き
村
々
で
氏
神
祈
祷
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
明
和
二
、
三
、
四
年
」
津
田
家
文
書
）
。

寛
政
六
年
七
月
二
八
日
、
両
町
で
の
痢
病
流
行
が
お
さ
ま
ら
な
い
た
め
、
瓜
生
野
町
祇
園
社
僧
智
全
坊
へ
北
辰
祭
執
行
に
つ
き
、
大
庄
屋

両
町
役
と
内
談
し
申
し
出
た
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
寛
政
六
、
七
年
」
津
田
家
文
書
）
。

例
え
ば
延
享
五
年
八
月
八
日
、
祇
園
社
で
上
（
代
官
所
）
よ
り
雨
請
神
楽
が
執
行
さ
れ
、
九
日
に
は
扶
持
人
中
が
参
籠
し
雨
請
が
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
一

0
日
に
は
正
副
代
官
な
ら
び
に
賄
役
よ
り
「
御
自
分
之
雨
請
」
が
試
み
ら
れ
た
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
延
享
三
、

四
年
、
寛
延
元
、
二
‘
-
―
-
、
四
年
」
津
田
家
文
書
）
。
ま
た
寛
政
六
年
八
月
二
日
、
痢
病
流
行
が
お
さ
ま
ら
な
い
た
め
、
田
代
町
祇
園
社

で
の
邪
気
退
散
の
大
神
楽
祈
祷
が
、
三
郷
惣
社
の
社
人
を
召
し
寄
せ
申
し
達
せ
ら
れ
た
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
寛
政
六
、
七
年
」

津
田
家
文
書
）
。

か
か
る
救
済
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
河
村
乾
二
郎
「
萩
藩
の
農
民
救
済
策
」
（
『
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
」
ニ
―
‘
一
九
九
七
年
）

な
ど
参
照
。

延
宝
七
年
の
下
村
洪
水
に
つ
き
、
一
人
一
日
、
一
な
い
し
二
合
（
「
基
舞
養
父
実
記
」
六
五
ー
六
頁
）
。
延
宝
八
年
水
損
に
よ
る
飢
え
に
対

し
一
人
一
日
、
一
合
か
ら
五
勺
（
「
基
排
養
父
実
記
」
七
四
ー
五
頁
）
。

延
宝
八
年
。
「
基
隷
養
父
実
記
」
七
八
頁
、
「
日
記
抜
書
」
―
二
頁
。

延
宝
八
年
。
「
基
雛
養
父
実
記
」
七
八
頁
。

赤
川
竪
切
普
請
に
際
し
て
は
、
「
飢
饉
の
時
節
」
ゆ
え
「
飢
百
姓
共
を
日
用
に
御
遣
イ
被
成
候
」
（
「
基
隷
養
父
実
記
」
五
二
頁
）
。

御
救
人
参
。
田
代
で
病
人
が
あ
っ
た
場
合
、
人
参
が
な
く
迷
惑
な
の
で
、
一
ヶ
年
人
参
五
斤
宛
差
し
渡
し
、
百
姓
望
み
次
第
に
梯
七
郎
右

衛
門
を
通
し
て
売
り
渡
と
し
、
他
所
者
へ
販
売
は
禁
止
と
さ
れ
た
（
「
勝
本
・
博
多
•
田
代
」
延
宝
五
年
九
月
五
日
）
。
ま
た
文
化
三
年
一

0
月
＝
＝
―
-
日
御
救
人
参
が
段
々
売
り
払
わ
れ
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
最
近
は
村
々
で
痢
病
流
行
で
払
底
に
つ
き
、
差
し
越
す

よ
う
に
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
（
「
田
代
往
復
書
状
控
」
〔
享
和
四
年
1
文
化
三
年
〕
）
。

「
田
代
御
領
中
用
銀
取
立
記
録
」
。

「
寛
永
十
二
乙
亥
年
よ
り
寛
延
四
辛
未
年
ま
で

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

勝
本
・
博
多
•
田
代

大
書
抜
」
（
享
保
二
年
―
二
月
朔
日
）
。
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(45) 

(40) 

(41) 

(42) 

(43) 

(44) 

(39) 

(38) 

(37) 

(36) 

(35) 

(30) 

(31) 

(32) 

(33) 

(34) 

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

「
基
舞
養
父
実
記
」
九
二
頁
。

「
基
雛
養
父
実
記
」
六

0
1
三
頁
。

一
俵
一
五
匁
換
算
（
「
寛
永
十
二
乙
亥
年
よ
り
寛
延
四
辛
未
年
ま
で
勝
本
・
博
多
•
田
代
大
書
抜
」
）
で
八
七
貫
目
余
に
相
当
。

「
寛
永
十
二
乙
亥
年
よ
り
寛
延
四
辛
未
年
ま
で
勝
本
・
博
多
•
田
代
大
書
抜
」
延
宝
六
年
五
月
六
日
、
五
月
二
四
日
、
六
月
一
八
日
。

延
宝
三
ー
貞
享
二
年
の
田
代
佐
役
（
副
代
官
）
。
な
お
「
基
隷
養
父
実
記
」
は
兵
介
が
対
馬
帰
国
後
、
田
代
の
庄
屋
―
一
人
が
兵
介
在
任

中
の
事
跡
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
借
銀
借
米
差
引
之
儀
二
付
郷
中
よ
り
願
之
書
付
差
出
候
付
嘉
嶋
権
八
御
国
江
致
渡
海
候
意
趣
津
江
格
兵
衛
方
よ
り
以
飛
船
申
越
候
書
状

並
書
付
之
写
」
の
―
一
月
一
八
日
津
江
格
兵
衛
「
書
付
」
。

「
借
銀
借
米
差
引
之
儀
二
付
郷
中
よ
り
願
之
書
付
差
出
候
付
嘉
嶋
権
八
御
国
江
致
渡
海
候
意
趣
津
江
格
兵
衛
方
よ
り
以
飛
船
申
越
候
書
状

並
書
付
之
写
」
の
―
一
月
一
五
日
手
代
中
・
目
付
中
「
覚
」
。

「
借
銀
借
米
差
引
之
儀
二
付
郷
中
よ
り
願
之
書
付
差
出
候
付
嘉
嶋
権
八
御
国
江
致
渡
海
候
意
趣
津
江
格
兵
衛
方
よ
り
以
飛
船
申
越
候
書
状

並
書
付
之
写
」
の
「
御
返
答
」
お
よ
び
―
一
月
一
八
日
津
江
格
兵
衛
「
書
付
」
な
ど
。

「
田
代
借
銀
借
米
之
儀
二
付
嘉
嶋
権
八
罷
越
候
次
第
並
権
八
一
宮
又
右
衛
門
江
申
渡
候
覚
書
附
中
嶋
伝
左
衛
門
田
代
よ
り
召
寄
申
渡
候
次

第
」
の
元
禄
一
五
年
四
月
八
日
の
「
口
上
覚
」
。

「
田
代
借
銀
借
米
之
儀
二
付
嘉
嶋
権
八
罷
越
候
次
第
並
権
八
一
宮
又
右
衛
門
江
申
渡
候
覚
書
附
中
嶋
伝
左
衛
門
田
代
よ
り
召
寄
申
渡
候
次

第」。
「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
「
覚
」
（
〔
享
保
六
年
〕
七
月
一
六
日
）
。

「
御
巡
見
上
使
御
問
被
成
候
時
御
答
可
申
上
並
定
免
借
銀
借
米
御
礼
米
郷
中
用
銀
覚
書
上
」
（
『
鳥
栖
市
誌
資
料
編
』
第
八
集
、
九
六
頁
）
。

「
田
代
借
銀
借
米
田
畠
並
薗
部
借
銀
借
米
相
改
候
由
二
而
中
島
伝
左
衛
門
方
よ
り
指
越
候
書
付
正
徳
三
年
閏
五
月
五
日
」
。

「
基
隷
養
父
実
記
」
九
六
頁
。

「
磯
野
壽
延
記
」
三
（
「
鳥
栖
市
史
史
料
編
」
第
二
集
）
一
九
九
ー
ニ

0
0、
二

0
三
ー
五
、
ニ
―

0
1
三
、
二
三

0
頁
。
宝
永
五
か
ら
享

保
四
年
に
か
け
て
の
記
事
。

「
日
記
抜
書
」
二
四
頁
、
貞
享
四
年
一

0
月
一
三
日
条
。
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(55) 

(56) 

(57) 

(58) 

(59) 

(60) 

(61) 

(62) 

(63) 

(64) 

(65) 
54 
ヽ

(46) 

(47) 

(48) 

(49) 

(50) 

(51) 

(52) 

(53) 

「
考
鑑
享
保
十
四
酉
年
よ
り
同
二
十
卯
年
」
（
仮
題
。
津
田
家
文
書
）
享
保
一
八
年
一

0
月
一
六
日
。

「
日
記
抜
書
」
四
八
頁
、
正
徳
四
年
七
月
九
日
条
。

「
宝
暦
十
年
御
巡
見
上
使
御
問
被
成
候
御
答
可
申
上
次
第
覚
書
」
。

「
天
明
八
年
田
代
取
行
御
倹
徳
記
録
」
。

「
磯
野
壽
延
記
」
一
（
『
鳥
栖
市
史
』
資
料
編
第
二
集
）
一

0
1
、

101
＝頁。

「
基
誹
養
父
実
記
」
五
三
頁
。

酒
井
西
村
清
介
が
馬
代
引
負
に
よ
る
。
「
日
記
抜
書
」
一
六
九
頁
、
明
和
元
年
七
月
三
日
条
。

質
地
地
主
制
と
農
民
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
は
長
倉
保
「
質
地
地
主
制
の
展
開
と
農
民
の
対
応
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
―
一
六
五
号
、

年
）
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。

例
え
ば
延
宝
五
年
の
川
普
請
の
費
用
料
金
一
日
一
人
七
分
が
諸
色
巖
な
の
で
、
一
匁
に
値
上
げ
要
求
さ
れ
て
い
る
（
「
寛
永
十
二
乙
亥
年

よ
り
寛
延
四
辛
未
年
ま
で
勝
本
・
博
多
•
田
代
大
書
抜
」
延
宝
五
年
五
月
(
+
月
の
誤
記
か
）
―
-
五
日
。

「
基
誹
養
父
実
記
」
五
五
ー
六
頁
。

「
日
記
抜
書
」
八
七
頁
、
元
文
―
一
年
閏
―
一
月
二
四
日
条
。

「
基
排
養
父
実
記
」
七
七
ー
八
頁
、
「
日
記
抜
書
」
一

0‘

―
1
0頁。

「
日
記
抜
書
」
＝
三
頁
、
元
禄
三
年
七
月
―
一
日
。

「
基
姉
養
父
実
記
」
五
七
頁
、
「
日
記
抜
書
」
三
頁
延
宝
六
年
九
月
ニ
―
日
。

「
日
記
抜
書
」
八
七
頁
、
元
文
二
年
閏
―
一
月
二
四
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
一
三
八
頁
、
宝
暦
八
年
一
―
一
月
二

0
日
条
。

「
寛
永
十
二
乙
亥
年
よ
り
寛
延
四
辛
未
年
ま
で
勝
本
・
博
多
•
田
代
大
書
抜
」
寛
文
六
年
九
月
＝
一
日
、
九
月
一
五
日
。

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
享
保
五
年
―
―
一
月
二
三
日
。

「
磯
野
壽
延
記
」
五
、
二

0
四
頁
。

「
日
記
抜
書
」
六
三
頁
、
享
保
二
二
年
五
月
一

0
日
、
同
九
一
頁
、
元
文
五
年
―
一
月
二
六
日
、
同
一
四
一
頁
、
宝
暦
九
年
四
月
一
六
日
各

条。社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

一
九
六
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(72) 

(73) 

(74) 

(75) 

(76) 

(77) 

(78) 

(71) 

(70) 

(68) 

(69) 

(66) 

(67) 

杜
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
は
願
書
内
容
と
藩
側
の
回
答
が
記
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
よ
う
な
領
民
・
地
域
民
の
訴
願
・
政
治
参
加
行
為
に
つ
い
て
は
、
八
鍬
友
広
「
近
世
民
衆
の
識
字
と
政
治
参
加

I

訴
願
の
能

力
形
成
」
（
『
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
、
人
文
・
社
会
科
学
編
』
三
ー
ニ
、

1
1
0
0
一
年
）
参
照
。
田
代
領
で
の
本
事
例
は
領
主

側
（
藩
・
代
官
所
）
が
訴
願
を
促
す
側
面
も
有
す
る
が
、
訴
願
の
自
律
的
な
集
団
化
と
政
策
形
成
な
ど
に
関
し
て
は
畿
内
地
域
を
分
析
し

た
守
屋
浩
光
「
近
世
後
期
に
お
け
る
畿
内
集
団
訴
願
の
法
的
性
質
」
(
-
)
（
二
）
（
「
法
学
論
叢
」
一
四
四
ー
六
、
一
四
六
ー
ニ
、
一
九
九

九
年
）
が
あ
る
。

「
日
記
抜
書
」
二
四
ー
五
頁
、
貞
享
四
年
一

0
月
一
六
日
条
。

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
「
覚
」
（
月
日
御
代
官
姓
名
よ
り
三
郷
大
小
庄
屋
頭
百
姓
惣
百
姓
中
・
両
町
別
当
組
頭
惣
町
人
中
。
享
保

六
年
九
月
一
五
日
条
に
記
載
）
お
よ
び
「
覚
」
（
御
代
官
姓
名
よ
り
三
郷
両
町
惣
中
。
〔
享
保
六
年
〕
―
一
月
二
日
条
に
記
載
。
「
九
月
五

日
相
達
候
御
領
中
よ
り
差
出
候
七
十
八
通
之
口
上
書
之
返
答
之
覚
書
左
記
」
と
の
注
釈
文
あ
り
）
。

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
「
覚
」
（
御
代
官
姓
名
よ
り
三
郷
大
小
庄
屋
頭
百
姓
惣
百
姓
中
・
両
町
別
当
組
頭
惣
町
人
中
。
享
保
六
年
七

月
か
。
前
後
の
記
事
は
享
保
六
年
七
月
一
六
日
）
お
よ
び
「
覚
」
（
〔
享
保
六
年
〕
七
月
一
六
日
大
浦
忠
左
衛
門
・
杉
村
三
郎
左
衛
門
よ

り
幾
度
六
右
衛
門
宛
）
。

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
「
覚
」
（
御
代
官
姓
名
よ
り
三
郷
大
小
庄
屋
頭
百
姓
惣
百
姓
中
・
両
町
別
当
組
頭
惣
町
人
中
。
享
保
六
年
九

月
一
五
日
条
に
記
載
）
。

「
田
代
来
状
享
保
六
辛
丑
年
九
月
ヨ
リ
」
享
保
六
年
―
二
月
ニ
―

H
o

「
日
記
抜
書
」
五
七
頁
、
享
保
八
年
九
月
二
日
。

「
日
記
抜
書
」
―
二
四
頁
、
宝
暦
七
年
七
月
二

0
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
＝
―
―
―
―
頁
、
宝
暦
七
年
十
月
二
九
日
条
。

「
田
代
幾
度
六
右
衛
門
重
田
恕
右
衛
門
よ
り
庄
屋
共
江
申
渡
之
條
目
」
享
保
六
年
六
月
一

0
日
（
『
鳥
栖
市
誌
資
料
編
」
第
八
集
、
三
五
頁
）
。

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
前
掲
「
覚
」
（
辛
丑
〔
享
保
六
年
〕
月
日
）
。

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
「
口
上
」
（
享
保
六
年
一

0
月
一
四
日
陶
山
庄
右
衛
門
よ
り
御
年
寄
衆
中
）
、
「
田
代
来
状

年
九
月
ヨ
リ
」
享
保
六
年
一

0
月
ニ
―
日
。

享
保
六
辛
丑
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(88) 

(86) 

(87) 

(85) 

(83) 

(84) 

(79) 

(80) 

(81) 

(82) 
「
田
代
幾
度
六
右
衛
門
重
田
恕
右
衛
門
よ
り
庄
屋
共
江
申
渡
之
條
目
」
。

「
田
代
来
状
享
保
六
辛
丑
年
九
月
ヨ
リ
」
享
保
六
年
九
月
一

0
日。

「
田
代
来
状
享
保
六
辛
丑
年
九
月
ヨ
リ
」
享
保
六
年
一

0
月
ニ
―
日
。

「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
「
覚
」
（
御
代
官
姓
名
よ
り
―
―
一
郷
大
小
庄
屋
頭
百
姓
惣
百
姓
中
・
両
町
別
当
組
頭
惣
町
人
中
。
享
保
六
年
九

月
一
五
日
条
に
記
載
）
。

「
覚
」
（
「
田
代
来
状
享
保
六
辛
丑
年
九
月
ヨ
リ
」
享
保
六
年
―
一
月
―
二
日
）
。

長
野
村
庄
屋
文
右
衛
門
の
跡
を
子
の
次
右
衛
門
へ
仰
付
を
村
中
が
願
い
出
（
享
保
七
年
二
月
二
三
日
「
在
町
役
諸
考
之
部
」
〔
津
田
家
文

書
）
、
牛
原
村
庄
屋
正
兵
衛
跡
役
を
組
頭
・
百
姓
中
連
名
に
て
倅
安
右
衛
門
と
し
て
願
い
出
（
享
保
一
四
年
八
月
八
日
「
在
町
役
諸
考
之

部
」
〔
同
〕
）
、
園
部
下
村
庄
屋
覚
右
衛
門
が
病
気
の
た
め
弟
伝
五
郎
を
養
子
に
し
て
、
軽
い
御
用
村
用
を
勤
め
さ
せ
、
覚
右
衛
門
の
跡
役

は
倅
伝
十
に
仰
せ
つ
け
る
よ
う
に
村
中
よ
り
願
い
出
（
享
保
一
五
年
二
月
二
二
日
、
四
月
八
日
「
在
町
役
諸
考
之
部
」
〔
同
〕
）
な
ど
。

こ
の
点
、
村
役
人
の
位
置
づ
け
や
選
任
制
度
の
展
開
に
村
の
代
表
者
的
性
格
を
読
み
込
む
（
斎
藤
善
之
「
領
主
の
村
か
、
百
姓
の
村
か
」

〔
『
争
点
日
本
の
歴
史
」
五
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
一
年
〕
、
高
尾
善
希
「
村
役
人
の
選
出
と
村
の
自
治
」
〔
『
立
正
史
学
」
九
六
、
ニ

0
0四
年
〕
な
ど
参
照
）
の
は
多
少
の
留
保
が
必
要
だ
ろ
う
。
か
か
る
立
場
か
ら
は
津
田
秀
夫
「
庄
屋
の
選
挙
」
（
「
日
本
歴
史
』
三
六
、

一
九
五
一
年
）
の
「
当
選
す
る
の
は
依
然
と
し
て
特
定
の
階
級
の
も
の
で
あ
り
、
反
対
票
も
そ
の
域
か
ら
出
な
い
け
れ
で
も
、
こ
う
し
た

点
に
ま
で
封
建
意
識
が
拭
い
さ
ら
れ
る
為
に
は
更
に
進
ん
だ
社
会
改
革
と
政
治
革
命
を
必
要
と
し
た
。
明
治
維
新
を
経
由
し
て
初
め
て
徐
々

に
実
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
事
を
思
え
ば
未
だ
多
く
の
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
あ
る
」
（
三

0
頁
）
と
い
う
指
摘
は
卓
見
だ
ろ
う
。

「
田
代
往
復
書
状
控
」
（
享
和
四
年
1
文
化
三
年
）
文
化
元
年
八
月
二
六
日
。

下
郷
大
庄
屋
原
新
介
が
寛
政
―
二
年
一

0
月
病
死
。
「
跡
役
人
柄
之
儀
先
例
之
通
入
札
」
が
な
さ
れ
、
瓜
生
野
町
座
親
弥
介
の
札
数
が
多

く
、
年
齢
人
柄
相
応
に
つ
き
大
庄
屋
を
仮
役
申
し
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
勤
方
相
応
に
つ
き
本
役
に
就
任
し
た
（
「
書
状
綴
」
〔
仮
題
。
寛

政
八
年
1
享
和
三
年
〕
寛
政
―
二
年
―
二
月
二

0
日
）
。
な
お
享
保
六
年
の
養
父
郷
と
下
郷
大
庄
屋
の
入
札
選
任
に
際
し
て
は
御
屋
敷

（
代
官
所
）
で
札
披
が
あ
り
、
目
付
と
代
官
が
印
判
を
押
し
て
い
る
（
「
覚
書
」
〔
享
保
六
年
〕
閏
七
月
二
五
日
）
。

享
保
六
年
、
田
代
町
別
当
三
人
が
勤
方
宜
し
か
ら
ず
に
つ
き
田
代
町
中
の
者
が
入
札
し
て
い
る
（
「
田
代
郷
中
格
式
改
訂
記
」
の
「
覚
」

〔
〈
享
保
六
年
〉
九
月
一
六
日
樋
口
孫
左
衛
門
・
大
浦
忠
左
衛
門
・
杉
村
采
女
よ
り
幾
度
六
右
衛
門
・
小
茂
田
左
平
次
宛
〕
）
。
ま
た
瓜
生

社
会
変
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野
町
座
親
の
助
右
衛
門
が
病
死
し
た
際
に
は
史
料
に
「
倅
久
三
郎
江
町
中
よ
り
相
続
願
之
事
」
と
あ
る
の
が
墨
消
で
「
跡
役
直
二
倅
久
三

郎
江
被
仰
付
候
事
」
と
直
さ
れ
て
お
り
、
町
中
か
ら
の
推
挙
の
形
式
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
延
享
三
、
四

年
、
寛
延
元
、
二
、
三
、
四
年
」
〔
津
田
家
文
書
〕
延
享
三
年
八
月
朔
日
）
。

「
田
代
来
状
享
保
六
辛
丑
年
九
月
ヨ
リ
」
享
保
六
年
一

0
月
二
三
日
。

「
日
記
抜
書
」
六

0
頁
、
享
保
九
年
四
月
朔
日
条
。

田
代
村
庄
屋
作
平
は
役
召
し
放
ち
と
な
り
、
同
村
庄
屋
に
は
田
代
町
新
兵
衛
が
仰
せ
付
ら
れ
た
。
作
平
の
役
料
地
・
家
屋
敷
と
も
取
り
上

げ
と
な
っ
て
い
る
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
延
享
三
、
四
年
、
寛
延
元
、
二
、
三
、
四
年
」
〔
津
田
家
文
書
〕
延
享
五
年
六
月
＿
―
-
日
、

一
七
日
各
条
）
。

拙
稿
前
掲
「
対
馬
藩
田
代
領
の
扶
持
人
と
村
役
•
町
役
」
。

以
上
、
「
手
代
役
三
人
三
郷
大
小
庄
屋
中
一
統
役
儀
御
断
申
上
候
二
付
田
代
役
浜
田
伊
左
衛
門
方
よ
り
之
書
状
壱
通
同
佐
役
吉
村
十
左
衛

門
方
よ
り
之
書
状
壱
通
従
伊
左
衛
門
大
小
庄
屋
中
召
寄
申
渡
之
書
付
壱
通
右
書
状
書
起
之
返
書
案
壱
通
」
、
「
田
代
手
代
役
並
三
郷
大
小
庄

屋
中
差
出
候
役
儀
御
断
之
願
書
四
拾
二
通
」
。

拙
稿
前
掲
「
対
馬
藩
田
代
領
の
扶
持
人
と
村
役
•
町
役
」
。

「
御
勝
手
向
段
々
被
差
支
候
二
付
、
御
先
代
迄
数
度
御
倹
約
仰
出
」
（
「
日
記
抜
書
」
―
―
二
頁
、
宝
暦
二
年
八
月
条
）
。

先
述
し
た
し
ば
し
ば
水
害
に
襲
わ
れ
る
筑
後
川
流
域
の
村
々
で
、
下
村
や
水
附
八
ヶ
村
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。

「
田
代
御
領
中
よ
り
差
出
候
書
付
並
附
紙
」
宝
暦
二
年
―
一
月
―
二
日
。

「
田
代
御
領
中
よ
り
差
出
候
書
付
並
附
紙
」
。

「
附
役
中
諸
考
之
部
」
（
津
田
家
文
書
）
、
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
宝
暦
七
、
八
年
」
（
同
）
。

持
高
一

0
石
以
下
の
者
が
持
つ
悪
地
や
実
質
面
積
が
登
録
面
積
よ
り
極
端
に
少
な
い
土
地
を
年
貢
対
象
地
か
ら
外
し
、
そ
の
分
の
年
貢
を

村
民
が
共
同
負
担
し
た
（
『
鳥
栖
市
史
』
四
四

0
頁）。

「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
宝
暦
七
、
八
年
」
（
津
田
家
文
書
）
宝
暦
七
年
七
月
二

0
日。

長
野
前
掲
「
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
定
免
制
の
確
立
過
程
」
。

六
月
に
は
三
郷
大
庄
屋
罷
免
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
宝
暦
七
、
八
年
」
（
津
田
家
文
書
）
。
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(104) 

七
月
に
園
部
上
村
庄
屋
罷
免
、
園
部
下
村
庄
屋
兼
帯
。
八
月
に
は
永
吉
北
、
古
賀
、
萱
方
、
原
、
田
代
、
姫
方
、
飯
田
、
酒
井
東
、
蔵
上
、

藤
木
西
の
各
村
庄
屋
、
御
役
召
し
放
ち
、
閉
門
。
こ
の
う
ち
、
萱
方
は
鳥
栖
、
古
賀
は
同
村
、
原
は
同
村
、
姫
方
は
白
坂
町
、
飯
田
は
田

代
町
、
酒
井
東
は
同
村
、
蔵
上
は
同
村
の
者
に
仰
付
（
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
宝
暦
七
、
八
年
」
同
前
）
。

「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
宝
暦
七
、
八
年
」
（
同
前
）
。

「
宝
暦
二
癸
酉
年
田
代
御
領
中
よ
り
差
出
候
書
付
並
付
紙
」
。

「
諸
書
付
控
」
宝
暦
七
年
九
月
五
日
、
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
宝
暦
七
、
八
年
」
（
津
田
家
文
書
）
宝
暦
七
年
九
月
―
一
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
一
―
七
1
八
頁
、
宝
暦
六
年
―
一
月
一
九
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
一
六
八
頁
、
明
和
元
年
五
月
四
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
―
―
六
ー
七
頁
、
宝
暦
五
年
三
月
一
八
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
―
一
六
頁
、
宝
暦
五
年
三
月
一
八
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
二
七
五
ー
六
頁
、
天
明
八
年
二
月
二
八
日
条
。

「
別
段
御
用
申
渡
従
寛
政
三
辛
亥
至
同
四
壬
子
年
」
。

旦
展
・
奉
公
人
層
の
給
銀
高
騰
に
よ
り
他
人
労
働
を
必
要
と
し
て
い
た
農
家
経
営
の
困
難
化
は
近
世
後
期
の
重
要
な
農
政
問
題
で
あ
り
、

例
え
ば
藤
田
幽
谷
は
そ
の
著
「
農
政
或
問
」
の
な
か
で
か
か
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
小
室
正
紀
「
水
戸
学
藤
田
派
農
政
論
の
認
識
と
思

想
」
〔
「
三
田
学
会
雑
誌
」
八
二
巻
特
別
号
II
、
一
九
九

0
年〕）。

延
享
五
年
八
月
一
七
日
に
次
の
よ
う
な
申
渡
が
な
さ
れ
て
い
る
。
田
代
副
代
官
は
従
来
表
大
小
姓
か
ら
三
ヶ
年
勤
務
を
原
則
と
し
て
就
任

し
た
が
、
損
毛
が
続
き
困
難
な
状
況
の
な
か
、
正
副
代
官
と
も
定
数
の
年
限
で
交
代
す
る
の
で
あ
れ
ば
「
勤
方
巧
者
」
に
な
る
は
ず
も
な

く
、
か
と
い
っ
て
数
年
勤
め
た
者
は
「
御
為
不
宜
所
多
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
今
後
は
御
郡
方
佐
役
よ
り
勤
め
る
よ

う
に
定
役
を
立
て
る
（
「
旅
役
所
」
宝
暦
四
年
―
二
月
六
日
）
。

「
日
記
抜
書
」
三
三
七
頁
、
寛
政
三
年
七
月
一
九
日
条
。

「
日
記
抜
書
」
三
―
二
頁
、
寛
政
三
年
正
月
二
五
日
条
。

賞
罰
の
裁
断
の
当
否
、
下
知
（
指
示
）
に
際
す
る
依
枯
贔
贋
の
有
無
、
人
民
に
対
す
る
無
理
な
指
示
の
有
無
、
賄
賂
や
理
を
非
に
曲
げ
た

差
図
の
有
無
、
差
図
に
際
す
る
我
意
の
有
無
、
言
行
不
釣
り
合
い
の
有
無
な
ど
。
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「
日
記
抜
書
」
一
三
九
ー
ニ
―
―

1
0頁
、
天
明
三
年
七
月
一
四
日
。

「
日
記
抜
書
」
―
―
―
―
三
頁
、
天
明
三
年
九
月
一
一
七
日
。

「
田
代
往
復
書
状
控
」
（
仮
題
、
寛
政
八
年
1
享
和
―
―
一
年
）
。

嘉
嶋
兵
介
の
石
碑
建
立
は
寛
政
七
年
に
許
可
さ
れ
田
代
村
分
太
田
に
同
九
年
に
完
成
し
て
い
る
（
「
田
代
往
復
書
状
控
」
〔
仮
題
、
寛
政
八

年
1
享
和
三
年
〕
、
「
田
代
代
官
所
日
記
考
鑑
寛
政
八
、
九
、
十
年
」
〔
津
田
家
文
書
〕
寛
政
九
年
一
一
月
朔
日
条
）
。

こ
の
よ
う
な
為
政
者
の
顕
彰
、
広
義
の
神
格
化
は
近
世
で
は
様
々
な
形
で
み
ら
れ
た
（
拙
著
『
民
俗
神
や
民
族
神
と
の
関
係
を
通
し
た
武

家
権
力
神
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
一
―
―

-
I
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究

(
C
)
(
2
)
、
代
表
者
高
野
侶
治
〕
研

究
成
果
報
告
書
、
二

0
0
五
年
）
。
幕
府
代
官
の
事
例
だ
が
村
上
直
「
江
戸
幕
府
代
官
の
民
政
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
徳
川
林
政
史
研
究

所
研
究
紀
要
』
昭
和
四
五
年
度
、
一
九
七
一
年
）
は
、
顕
彰
碑
や
生
祠
の
実
態
を
追
求
し
た
好
論
で
あ
る
。

(124)

「
日
記
抜
書
」
一
五
一
頁
、
宝
暦
―
一
年
正
月
一
九
日
条
。

(125)(126)
「
天
明
八
年
田
代
取
行
御
倹
徳
記
録
」
。

(127)

「
日
記
抜
書
」
―
一
三
五
ー
六
頁
、
天
明
―
―
一
年
ニ
一
月
四
日
条
。

(128)

「
日
記
抜
書
」
―
一
八
一
ー
ニ
頁
、
天
明
八
年
八
月
九
日
条
。

(129)

「
日
記
抜
書
」
一
九
八
ー
―

1
0
0頁
、
安
永
一
二
年
七
月
四
日
条
。

(130)

「
H
記
抜
書
」
二
八
一
頁
、
天
明
八
年
七
月
―
一
三
日
条
。

(131)

「
書
状
綴
」
（
仮
題
。
寛
政
八
年
1
享
和
一
二
年
）
寛
政
―
二
年
―
―
一
月
二
九
日
。

(
1
3
2
)
拙
稿
前
掲
「
対
馬
藩
田
代
領
の
扶
持
人
と
村
役
•
町
役
」
。

(133)

な
お
教
諭
所
や
教
諭
行
為
を
政
策
レ
ベ
ル
で
具
体
的
に
分
析
し
た
仕
事
と
し
て
、
長
山
直
治
「
加
賀
藩
主
前
田
斉
広
に
お
け
る
「
教
諭
」

と
教
諭
方
に
つ
い
て
」
（
『
北
陸
史
学
』
三
七
、
一
九
八
八
年
）
、
継
山
弘
子
「
倉
敷
代
官
所
内
教
諭
所
明
倫
館
に
つ
い
て
」
（
『
倉
敷
の
歴

史
』
八
、
一
九
九
八
年
）
、
小
島
広
次
「
尾
張
藩
校
明
倫
堂
教
授
の
廻
村
教
諭
と
庄
屋
た
ち
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
七
―
-
、
一
九
七
一
年
）

な
ど
参
照
。

か
か
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
禁
止
・
罰
則
規
定
の
有
無
を
基
準
に
法
令
と
教
諭
を
区
別
す
る
見
方
（
深
谷
前
掲
「
近
世
に
お
け
る
教
諭
支
配
」
）

は
検
討
の
余
地
も
あ
ろ
う
。

134 (123) 

(119) 

(120) 

(121) 

(122) 

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭
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例
え
ば
山
中
芳
和
「
化
政
期
国
学
の
一
断
面
（
上
）
（
中
）
（
下
）
ー
藤
井
高
尚
の
国
学
に
お
け
る
教
化
性
の
考
察
を
中
心
に
」
（
「
研
究

集
録
」
（
岡
山
大
教
育
）
九

0
・
九
五
・
九
六
、
一
九
九
ニ
ー
四
年
）
。

例
え
ば
三
宅
紹
宣
「
幕
末
期
長
州
藩
の
心
学
教
化
政
策
」
（
「
史
学
研
究
」

（
付
記
）

本
稿
は
二

0
0六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
C
)

「
近
世
日
本
に
お
け
る
武
士
像
と
道
徳
性
と
政
治
意
識
の
相
関
性
に
関
す
る
史

料
復
元
的
研
究
」
（
課
題
番
号
1
8
5
2
0
5
0
5
、
研
究
代
表
者
・
高
野
信
治
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(136) 

(135) 

社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭

一
三
四
、

一
九
七
六
年
）
。
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